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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

は
じ
め
に

上

野

也

国
土
面
積
・
耕
地
面
積
の
七
割
、
総
農
家
数
の
四
二
・
四
%
、
農
業
粗
生
産
額
の
三
七
%
、
訟
人
口
の
一
四
%
を
占
め
る
中
山
岡
地

域
は
国
土
政
策
上
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
が
、
社
会
的
・
経
済
的
条
件
の
不
利
性
が
都
市
的
地
域
、
平
地
農
業
地
域
等
と
の
様
々

な
格
差
を
拡
大
し
て
き
た
。
特
に
近
年
進
行
し
て
い
る
集
落
人
口
の
自
然
減
ム
ゲ
高
齢
化
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
顕
著
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
多
く
の
中
山
岡
地
域
を
か
か
え
る
自
治
体
は
高
齢
者
対
策
の
み
な
ら
ず
集
落
崩
壊
と
い
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
存
続
自

体
に
関
わ
る
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
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説歯

人
口
減
少
と
い
う
社
会
構
造
の
変
化
は
日
本
で
は
既
に
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
予
測
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
近
い
将
来
多
く
の
限

界
集
落
が
人
口
空
白
地
帯
と
な
り
耕
地
が
山
林
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
一
定
の
範
囲
で
甘
受
し
て
い
く
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
選
択

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
多
く
の
山
村
で
人
々
が
父
祖
伝
来
の
土
地
に
暮
ら
す
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
地
域
か
ら
人
々
が
退
出
す
る
状

況
を
容
認
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
政
策
と
し
て
国
益
に
適
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

人
0
年
代
以
降
の
財
政
危
機
へ
の
政
府
の
対
応
は
、
各
種
政
策
に
も
新
自
由
主
義
的
な
色
合
い
を
強
く
し
て
き
た
。
財
界
や
都
市
住

民
は
、
農
林
業
の
振
興
や
生
産
者
保
護
よ
り
工
業
の
振
興
や
消
費
者
保
能
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
、
或
い
は
居
住
・
移
転
の
自
由

は
保
障
さ
れ
て
お
り
鹿
山
村
の
集
落
に
住
む
住
民
だ
け
を
対
象
と
し
た
支
援
は
不
当
で
あ
る
と
い
っ
た
主
張
が
な
さ
れ
て
お
り
、
鹿
山

村
に
代
表
さ
れ
る
条
件
不
利
地
域
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
農
山
村
の
過
疎
化
は
、
グ
ロ

1
パ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
を
遠
因
と
し
た
「
国
家
レ
ペ
ル
の
産
業
構
造
や
人
口
構
造
の
歪
み
か

ら
発
生
し
た
も
の
で
、
地
域
社
会
レ
ベ
ル
の
対
策
で
は
簡
単
に
是
正
で
き
な
い
山
市
場
の
失
敗
と
関
係
し
て
お
り
、
公
的
な
対
応
が
必

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
居
住
し
て
い
る
住
民
の
暮
ら
し
ゃ
財
産
の
保
全
に
つ
い
て
配
慮
し
、
ま
た
彼
ら
の
生
産
活
動
や
暮

ら
し
で
維
持
さ
れ
て
き
た
食
料
生
産
機
能
の
衰
退
、
環
境
維
持
・
国
土
保
全
機
能
と
い
っ
た
公
益
機
能
の
弱
体
化
へ
も
対
応
す
る
公
共

政
策
の
あ
り
方
が
、
い
ま
関
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
地
域
で
集
糸
川
r
存
立
し
得
る
条
件
は
何
か
、
定

住
を
支
援
す
る
た
め
の
政
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
へ
の
こ
れ
ま
で
の
工
業
導
入
策
等
外

発
的
地
域
振
興
策
の
失
敗
を
前
提
に
、
こ
こ
で
の
検
討
は
内
発
的
な
発
展
と
し
て
各
集
落
が
と
り
う
る
農
林
業
を
中
心
と
し
た
集
落
機

能
維
持
の
在
り
方
を
中
心
と
し
た
検
討
を
行
う
。
ま
ず
第
一
章
で
、
本
稿
の
研
究
目
的
お
よ
び
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
第
二
章
で

は
農
業
集
落
に
関
す
る
様
々
な
統
計
デ
l
タ
を
多
変
畳
分
析
の
手
法
を
用
い
て
検
討
・
整
理
し
、
質
的
比
較
分
析
を
行
う
た
め
の
独
立
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変
数
の
抽
出
作
業
を
行
う
。
第
三
寧
で
は
、
前
章
で
抽
出
さ
れ
た
変
数
に
も
と
づ
き
農
業
集
落
ケ

1
ス
を
分
類
し
、
質
的
比
較
分
析
の

論
理
演
算
を
行
う
た
め
の
真
理
表
を
作
成
す
る
。
次
に
そ
れ
に
つ
い
て
プ
l
ル
代
数
計
算
を
施
し
地
域
類
型
ご
と
の
集
落
の
存
立
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
呆
を
ふ
ま
え
て
、
現
行
の
町
・
県
・
固
レ
ベ
ル
の
中
山
岡
地
域
の
集
落
存
立
・

維
持
に
関
わ
る
政
策
の
評
価
を
行
う
。
併
せ
て
市
町
村
の
財
政
的
対
応
能
力
や
時
間
的
限
界
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
う
。

研
究
の
目
的
・
方
法

条件不利地域の構造と政策分析(ー)

集
落
人
口
や
世
帯
数
が
減
少
し
て
い
る
中
山
間
地
域
で
一
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
集
落
存
立
の
方
法

を
考
え
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
て
、
ま
ず
農
業
集
落
が
維
持
さ
れ
る
条
件
、
過
疎
化
す
る
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
集
落
維

持
の
た
め
の
政
策
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

分
析
方
法
と
し
て
、
量
的
分
析
と
質
的
比
較
分
析
を
組
み
合
わ
せ
た
手
法
を
用
い
る
。
こ
の
こ
と
で
条
件
が
不
利
な
中
で
も
集
落
世

帯
数
の
維
持
効
果
を
も
た
ら
し
う
る
条
件
を
一
般
化
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
そ
の
結
呆
を
具
体
的
な
地
域
に
当
て
は
め
、
普

遍
性
と
具
体
性
の
両
面
か
ら
分
析
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
広
域
の
研
究
対
象
地
域
と
し
て
北
海
道
に
次
い
で
過
疎
が
深
刻

な
九
州
地
域
、
狭
域
の
地
域
と
し
て
熊
本
県
華
北
郡
芦
北
町
を
検
証
の
た
め
の
事
例
と
し
て
用
い
た
。

ま
ず
量
的
分
析
で
は
、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
集
落
カ

l

b
図
勢
飼
査
に
よ
る
人
口
動
態
の
デ

l
タ
を
使
用
し
て
ク
ロ
ス

分
析
や
ク
ラ
ス
タ
l
分
析
、
独
立
性
の
検
定
を
行
い
、
農
業
集
落
戸
数
の
増
減
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
独
立
変
数
の
析
出
を
行
う
。

次
に
、
量
的
分
析
で
選
ば
れ
た
独
立
変
数
の
値
と
そ
れ
で
説
明
さ
れ
る
従
属
変
数
(
説
明
変
数
)
で
構
成
さ
れ
る
類
型
の
束
(
真
理

3 (熊本法学 105 号 '04)



脱

表
)
を
質
的
比
較
分
析
に
よ
り
解
析
L
、
ど
の
よ
う
な
独
立
変
数
の
組
み
合
わ
せ
・
構
造
が
集
落
戸
数
を
維
持
す
る
た
め
の
必
要
・
十

分
条
件
と
な
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
な
解
析
方
法
と
し
て
レ
イ
ガ
ン
が
開
発
し
た
質
的
比
較
分
析

(
C
C
包
宗
主

g

の
0
日
間
話
包
民
・

g
〉

g
-
3
F
Dの
と
の
手
法
を
用
い
、
.
集
落
デ
l
タ
を
類
型
毎
に
真
理
表
と
し
て
整
理
し
、
そ
の
行
列
を
論
理
関
数

と
し
て
プ
l
ル
代
数
計
算
を
行
う
こ
と
で
構
造
解
析
を
行
う
。

以
上
の
分
析
結
果
か
ら
、
集
落
戸
数
維
持
の
条
件
を
地
域
類
型
ご
と
に
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
更
に
そ
の
結
呆
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
集
落
機
能
の
維
持
を
支
援
す
る
公
的
な
政
策
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。
現
在
の
図
・
県
・
市
町
村
の
条
件
不
利
地
の
集
落

維
持
施
策
を
整
理
し
、
上
記
の
分
析
結
呆
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
政
策
評
価
や
将
来
創
出
す
べ
き
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
試

み
る
。

輪

先
行
研
究
と
し
て
は
、
焼
村
地
域
に
関
し
て
農
村
社
会
学
、
農
村
地
理
学
、
農
業
経
済
学
な
ど
の
蓄
積
は
厚
い
。
例
え
ば
、
「
人
口

扶
養
力
の
向
上
と
定
住
の
た
め
の
条
件
解
明
」
や
「
定
住
促
進
の
た
め
の
国
土
管
理
・
地
域
政
策
の
展
開
方
向
」
、
「
地
域
社
会
の
支
持
・

支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
」
な
ど
の
テ
l
マ
に
社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
両
面
か
ら
多
く
の
研
究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
も
過
疎
に
よ
る

集
落
崩
壊
や
家
族
問
題
な
ど
に
関
し
て
山
本
気
周
辺
地
域
と
し
て
の
山
村
空
間
研
究
に
岡
崎
秀
内
経
済
政
策
分
析
と
し
て
生
源
寺

真
九

μの
研
究
が
あ
る
。
政
治
学
的
な
視
点
を
持
っ
た
地
域
政
策
の
研
究
に
は
、
松
下
圭
一
-dγ
加
茂
利
田
容
は
じ
め
と
し
た
都
市
論
の

研
究
蓄
積
が
あ
り
、
農
村
の
都
市
化
を
前
提
と
し
た
都
市
に
お
け
る
工
業
社
会
成
熟
段
階
の
課
題
に
注
目
し
て
い
る
が
、
衰
退
し
て
い

く
地
域
へ
の
政
策
的
な
課
題
や
そ
の
構
造
解
明
へ
の
関
心
は
少
な
い
。
そ
れ
ら
は
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
や
都
市
化
を
所
与
の
進
化

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
受
容
し
た
う
え
で
、
都
市
内
に
発
生
す
る
課
題
に
関
す
る
研
究
が
中
心
と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
方
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
し
て
も
、
中
央

l
地
方
関
係
の
中
で
の
行
政
の
役
割
分
担
や
効
率
化
、
財
政
問
題
な
ど
が
自
治
体
を
め
ぐ
る
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

主
要
な
研
究
テ

l
マ
と
な
っ
て
き
た
。
鹿
山
村
や
条
件
不
利
地
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
柏
雅
之
の
政
策
的
研
究
、
保
母
武
彦
の
内
発
的

発

展

事

ロ

1
ズ
マ
リ

1
・

2
3
2
Uの
政
策
分
析
、

W
T
O
の
政
策
の
正
当
化
研
究
な
ど
が
あ
た
政
策
研
究
の
蓄
積
は

多
く
な
く
、
本
稿
は
政
治
学
的
な
視
角
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
微
力
な
が
ら
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
行
政
的
な
事
例
研

究
と
し
て
は
、
三
重
県
な
ど
が
固
に
先
行
し
単
県
予
算
で
展
開
し
た
中
山
間
地
域
へ
の
所
得
保
障
政
策
の
検
討
が
あ
る
。

本
稿
で
用
い
た
質
的
比
較
分
析
手
法
を
利
用
し
た
研
究
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
レ
イ
ガ
ン
等
が
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
大
学
や
テ
キ
サ

ス
大
学
、
シ
カ
ゴ
大
学
な
ど
で
質
的
分
析
の
開
発
と
応
用
を
進
め
て
お
り
、
日
本
で
は
鹿
又
伸
夫
等
に
よ
る
社
会
学
や
農
学
、
フ
ァ
ジ
ー

理
論
研
究
な
ど
の
分
野
で
応
用
さ
れ
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
政
治
学
・
政
策
学
へ
の
応
用
研
究
例
は
な
い
。
問
題
関
心
が
似
て
い
る
農

業
集
落
特
性
の
研
究
と
し
て
長
谷
川
計
二
・
西
国
晴
宮
内
か
研
究
が
参
考
と
な
る
。

統
計
学
で
通
常
用
い
る
量
的
分
析
手
法
は
社
会
現
象
に
対
す
る
独
立
変
数
の
影
響
力
の
大
き
さ
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
き
効
果
を
あ

げ
る
が
、
各
変
数
聞
の
関
係
性
や
構
造
解
析
に
は
使
い
づ
ら
く
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
科
学
の
研
究
で
は
研
究
者
が
全
体
の
事
象
を
勘
案

し
つ
つ
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
推
測
す
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ

l
パ
1
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
と
資
本

主
義
の
精
神
』
や
ス
タ
イ
ン
・
ロ
ッ
カ
ン
の
国
民
国
家
の
形
成
研
究
は
客
観
的
数
値
デ
ー
タ
の
処
理
を
使
わ
ず
と
も
素
晴
ら
し
い
社
会

構
造
分
析
が
な
さ
れ
た
成
功
例
で
あ
匂
と
こ
ろ
が
質
的
比
較
分
析
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
発
生
し
た
社
会
現
象
を
基
に
変
数
値

を
決
定
し
、
論
理
計
算
に
よ
り
各
独
立
変
数
聞
の
構
造
と
従
属
変
数
の
関
係
性
を
客
観
的
な
形
で
証
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
条

件
成
就
の
必
要
・
十
分
条
件
の
精
綾
な
検
討
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
類
型
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
社

会
条
件
の
組
み
合
わ
せ
が
集
落
維
持
に
働
い
て
い
る
か
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
よ
う
。

5 (脂本法学 105 号国)



説論

変
数
抽
出
の
た
め
の
量
的
分
析

こ
こ
で
は
質
的
比
較
分
析
で
利
用
す
る
独
立
変
数
を
選
定
す
る
た
め
に
、
世
界
良
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
集
落
ご
と
の
ケ
l
ス
(
熊

本
県
の
農
業
集
落
数
は
三
、
七
五
五
)
と
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
動
態
デ
1
タ
を
資
料
と
し
て
、
ク
ロ
ス
分
析
や
相
関
分
析
、
独
立
性

の
検
定
を
適
用
し
、
集
落
戸
数
の
増
減
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
の
抽
出
を
行
う
。

ま
ず
資
料
の
全
体
を
概
観
す
る
と
、
地
域
類
型
船
ず
は
都
市
的
地
域
が
四
八
九
三
三
・
O
%
)
ケ
l
ス
、
平
地
農
業
地
域
が
一
、

=
二
九
(
三
五
・
一
一
%
)
、
中
間
操
業
地
域
が
一
、
六
九
三
(
四
五
・
一
一
%
)
、
山
間
農
業
地
域
が
二
五
四
(
六
・
八
%
)
あ
り
、
全
体

の
農
業
集
落
数
の
五
一
・
九
%
が
中
山
岡
地
域
に
該
当
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
間
農
業
地
域
お
よ
び
山
間
農
業
地
域
の
多
く
が
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
や
特
定
農
産
振
興
法
な
ど
の
適
用
地
域
で
あ
L
V

地
域
類
型
別
に
見
た
一
九
七
O
年
か
ら
ニ

0
0
0年

ま
で
の
人
口
の
推
移
は
、
図
1
の
と
お
り
都
市
的
地
域
で
対
一
九
七
O
年
比
一
三
O
%
へ
増
加
、
平
地
農
業
地
域
で
一
一
三
%
へ
人
口

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
中
間
農
業
地
域
で
は
八
三
%
へ
減
少
、
山
間
農
業
地
域
で
は
六
五
%
へ
と
急
激
な
人
口
減
少
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
全
国
で
も
同
様
に
見
ら
れ
、
田
畑
保
に
よ
る
と
一
九
七
五
年
と
一
九
九
五
年
の
比
較
で
都
市
的
地
域
で
一
一
五
・

二
%
、
平
地
農
業
地
域
で
一
一
ニ
・
一
一
%
に
増
加
し
て
い
る
反
面
、
中
間
農
業
地
域
で
は
九
人
・
O
%
、
山
間
農
業
地
域
で
は
八
五
・

-m-

三
%
へ
と
人
口
減
少
し
て
い
る
。
熊
本
県
の
場
合
、
都
市
へ
の
集
中
と
中
山
岡
地
域
の
過
疎
化
が
全
国
よ
り
強
く
現
れ
て
い
る
。

集
落
総
戸
数
の
増
減
と
地
域
類
型
の
関
係
は
ク
ロ
ス
表
で
あ
る
表
1
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
都
市
的
地
域
及
ぴ
平
地
農
業
地
域
に
は

戸
数
増
加
傾
向
が
減
少
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
間
農
業
地
域
で
は
増
加
傾
向
と
減
少
傾
向
の
集
落
が
指
抗
し
、
山
間
農
業
地

{間本法学 105 号 '04) 6 



条件不利地域の構造と政策分析(ー

域
で
は
戸
数
減
少
の
集
落
が
増
加
の
三
倍

程
度
多
く
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
次
に
地
域

類
型
ご
と
の
集
落
存
立
条
件
の
構
造
を
分

析
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
一
に
、
集
落
毎
の
構
造
や
態
様
の
変

容
を
規
定
し
て
い
る
も
の
を
独
立
変
数
の

候
補
と
し
て
抽
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

ず
「
集
落
立
地
条
件
に
関
わ
る
」
要
因
と

し
て
、
①
市
町
村
人
口
、
②
市
町
村
の
人

口
動
態
、
③
D
I
D市
町
村
や
各
種
利
便

施
設
ま
で
の
時
間
距
降
、
④
集
落
形
態
を

考
え
る
。
ま
た
「
集
落
の
生
産
構
造
に
関

わ
る
」
要
因
と
し
て
、
⑤
農
家
鳴
⑥
農

業
主
業
的
農
家
率
、
⑦
六

O
歳
未
満
男
子

農
業
専
従
も
か
割
合
、
③
耕
地
率
、
⑨
水

稲
生
産
、
⑮
集
落
の
主
位
作
物
、
⑪
操
業

生
産
組
織
の
有
馬
富
造
改
普
事
業
の

実
施
の
有
無
な
ど
を
検
討
す
る
。

『←都市的地域
-0-平地農諜地域
『企ー中間農業地域
-M-山間農換地域

地域類型別に見た人口の推移

白

u
h
u
h
u
h
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

a『
向

。

内

4
'
E
h
u
n
s
n
g
『

，

戸

O
F
D

---------z・・・・・・・・・・

図 1

2000 1980 1985 1990 1995 1970 1975 

(注}熊本県の農操集落カードデータ

総戸数増減と地域類型のクロス表

地域類型
合計

都市的地域 平地民需地続 中間島露地域 山間農業地Ja

増加
度数 262 785 725 58 1830 

総和の% 7.1 21.3 19.7 1. 6 49.7 

集増落戸減数変化なし 度数 86 126 201 43 456 

総和の% 2.3 3.4 5.5 1. 2 12.4 

減少
度数 104 396 744 149 1393 

総和の% 2.8 10.8 20.2 4.1 37.9 

合計
|度数 452 1307 1670 250 3679 

| 糊の % 12.3 35.5 45.4 6.8 100.0 

7 (熊本法学 105 号加)
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脱

内
一
門
門
門
門
門
門
門
門
円
門
門
門
門
門
門
門
こ
れ
ら
一
二
項
目
に
関
わ
る
具
体
的
デ
ー
タ
と
し
て
二
三
項
目
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

笠

化

し

た

デ

ー

タ

を

全

農

業

集

落

に

つ

い

て

準

備

し

、

そ

れ

ら

に

つ

い

て

相

関

分

析

也
仰

m
m
抑
制
問
山
間
胸
間
関
別
問
問
問
問
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
域
類
型
や
非
農
家
数
、
最
も
近
い

D
I
D市
町
村
、

利
一
側
協
側
附
附

mMMω
問
問

u
m
u
m
m

広
2
2
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
m
m
s
m

ス
ー
パ
ー
ま
で
の
時
間
距
離
、
農
家
率
な
ど
一
六
項
目
に
つ
い
て
総
戸
数
(
総
農

由一阜

家

数

と

非

農

家

数

の

合

計

)

の

増

減

と

そ

れ

ら

の

項

目

の

相

闘

が

一

一

%

水

準

(

六

置
一
岡
部
回

ω制
げ
駒
田
臼

M
倒
副
都

u
g閣

引
一
附
則
剖

n
m
m回
目

ω
m目
別
問
問
付
制

m

O

歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
の
増
減
の
み
五
%
水
準
)
で
有
意
な
関
係
性
も
持
つ

k
u
w
M
U
却

ω倒
防

日

明

白

礼

m
a
n
m
M

一山
1
1

町
一
円
し
川
町
一
肌

1
2
4
1いん

4

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
特
に
非
農
家
数
は
、
集
落
総
戸
数
の
増
加
と
比
較
的
強
い

百

円

闘

地

即

時

時

制

加

制

商
法
閣
制
W

一
明
飯
田
品
問
削
地
面
正
の

関
関
係
が
み
ら
れ
る
。
農
業
生
産
以
外
の
要
因
に
よ
り
定
住
人
口
の
維
持

し
陣
減
地
自
家

t
有
所
開
開
地
口

i
崎

正

間
一
蜘
側
一
蹴
開
館
附
例
制
蜘
鵬
畑
一
臥
糊

日
帰
や
増
加
が
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
農
林
業
の
振
興
以
上
に
都

甥
商
家
島
棚
田
制
組
村
叶
叶
村
民
車
市
中
間
作
エ

研
糊
…
抑
制
搬
剛
鮒
盟
問
一
川
棚
綿
一
服
一
糊

…
却
ィ
市
化
に
よ
る
混
住
の
可
能
性
や
、
地
域
の
利
便
性
が
政
策
の
検
討
項
目
と
し
て
重

寸
7
8
m
u
日

M
話
回

U
m
u
n
M
u
m
-

帰
要

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
営
践
を
続
け
る
た
め
の
集
落
内
の
相
互
支

x-

，E

‘ 

r誠
一
誠
一
誠
一
望
号
誠
一
滅
誠
一
誠
一
滅
一
混
一
誠

誠
一
揖
減
州
援
組
織
の
存
在
に
も
影
響
力
が
推
定
さ
れ
た
。

'」

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
増

地

る

果
国
議
議
諮
問
時
開
建
議
時
雑
誌
怠
第
二
に
、
そ
れ
ら
の
項
目
暴
落
の
総
戸
数
の
増
減
と
の
関
係
性
の
有
無
に
つ

結
蜘
務
総
総
館
一
縁
組
幅
一
総
縁
総
低
一
総
き
ま
属
総
総
即
有
意
意

綻

1

羽
n
n
n
n
n
n
n
n
m
m
m
n
n
n
n

齢
軒
ー
柑
一
怖
い
て
独
立
性
の
検
定
を
行
い
統
計
的
な
意
味
が
あ
る
か
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
呆
、

例

γ
一

語

糊

腕

榔

表

2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
非
農
家
数
な
ど
一
二
の
変
数
デ
l
タ
が
0
・
一
%
の
有

性

盛

与

方

仰

何

%

立
一
戸
線
門
…
山
内
意
水
準
で
独
立
で
は
な
く
関
連
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
様
に
、
施

独
け
一魁

布

設

園

芸

農

家

数

な

ど

三

変

数

は

一

一

%

水

準

、

病

院

・

診

療

所

へ

の

所

要

時

間

に

つ

広一

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
分

2
刻一

1
2
4
5
6
7
8
g

表
怖
一

ρ

い
て
は
五
%
有
意
水
準
で
関
連
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

愉
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

第
三
に
、
こ
れ
ら
の
総
戸
数
の
増
減
と
有
意
で
相
関
関
係
が
あ
る

変
数
の
中
か
ら
質
的
比
較
分
析
で
利
用
す
る
変
数
を
更
に
絞
り
込
む

た
め
の
処
理
を
ク
ラ
ス
タ
l
分
析
で
行
っ
た
。
図
2
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
各
変
数
問
の
距
離
を
測
定
し
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
、
距
離
が
近
い

変
数
同
士
は
類
似
性
の
あ
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
テ
l
マ
に
関
し
て
は
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
か
一
つ

の
変
数
で
代
表
さ
せ
る
こ
と
で
計
算
の
省
力
化
が
期
待
で
き
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
次
の
五
項
目
を
、
集
落
構
造
を
特
徴
づ
け
る
独
立
変
数

と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

①
市
町
村
人
口
の
増
減
(
一
九
九
五

i
二
O
O
O年
)

(

A

)

、
②

農
家
率
三

O
%以
上
あ
る
か
否
か

(B)
、
③
主
位
作
物
が
施
設
問

芸
・
野
菜
・
果
樹
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
、
或
い
は
米
・
表
作
で
あ
る

か

(C)
、
@
生
産
組
合
(
実
行
組
合
)
の
有
無

(D)
、
⑤
六
O
歳

未
満
男
子
農
業
専
従
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
か
否
か

(E)
、

の
五
項
目
を
独
立
変
数
と
し
、
そ
れ
ら
の
集
合
が
集
落
総
戸
数
(
農

家
+
非
農
家
)
を
維
持
も
し
く
は
増
加
さ
せ
て
い
る
か
、
或
い
は
減

少
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
従
属
変
数
と
の
関
係
性
と
し
て
問
題
を
考

え
る
こ
と
と
す
る
。

クラスター分析図 2

クラスター分析樹形困

農
家
事
〉
却
%

農
家
率

集
帯
形
態

印
来
潟
男
子
専
従
者
〉

稲
作
農
家
数
刻
滅

聾
祭
民
家
数
制
減

良
家
人
口
車

mM同

集
落
人
口
相
滅

施
股
囲
善
良
家
数
増
減

主
位
作
目

専
鎗
民
家
教

m減

民
家
人
口
地
減

低
農
家
敵
地
誠

非
農
家
敷
地
誠

舘
戸
敏
治
減

ス
ー
パ
ー
ま
で
の
時
間
距
磁

病
院
ま
で
の
時
間
隠
陪

役
場
ま
で
の
時
間
距
離
陣

回
の
区
画
盤
理
健
闘
面
積
割
合

緋
地
率
規
模

実
行
組
合
の
有
無

D
I
D市
町
村
康
雄

市
町
村
人
口
湖
減

地
増
額
型

{注)原データの距離計算:町内 (2 ・(1 ・r)). r= 相関係数
合併後の距離計算:ウォード法
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集
落
の
存
立
を
考
え
る
場
合
、
集
落
人
口
を
基
準
に
考
え
る
こ
と
が
戸
数
よ
り
も
自
然
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の
公

表
さ
れ
て
い
る
統
計
デ
l
タ
で
は
操
業
集
落
単
位
の
総
人
口
数
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
集
落
戸
数
を
代
替
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

集
落
総
戸
数
の
維
持
・
増
加
傾
向
は
、
核
家
族
化
の
進
展
お
よ
び
独
居
老
人
世
帯
の
増
加
な
ど
で
必
ず
し
も
集
落
人
口
の
維
持
・
増
加

と
同
一
で
は
な
い
。
し
か
し
操
業
集
落
内
の
農
家
人
口
増
減
と
総
農
家
数
増
減
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
ピ
ア
ソ
ン
の
相
関
係
数
一

%
水
準
で
相
関
係
数
0
・
八
六
六
と
強
い
正
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
撹
乱
要
因
は
非
農
家
だ
け
の
問
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
集
落
と
集
落
人
口
の
増
減
は
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
は
集
落
戸
数
に
非
農
家
数
を
加

え
た
集
落
総
戸
数
を
人
口
・
世
帯
数
の
増
減
つ
ま
り
農
業
集
落
に
お
け
る
定
住
条
件
を
示
す
従
属
変
数
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

そ
れ
で
は
、
集
落
に
お
け
る
農
家
の
種
別
と
総
農
家
数
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
総
農
家
数
は
専
業
農
家
・
第

一
種
兼
業
農
家
・
第
二
種
兼
業
農
家
数
に
よ
り
図
3
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
り
そ
の
関
係
性
の
分

析
を
行
う
と
次
の
よ
う
な
標
準
化
解
が
計
算
さ
れ
た
。
回
帰
方
程
式
と
し
て
表
す
と
、

総
農
家
数

説詰

"
0・8
×
専
業
農
家
数

+
0・N
吋
×
第
1
種
兼
業
農
家
数

+
0・
g
x第
2
種
兼
業
農
家
数

と
な
る
。
こ
の
重
相
関
係
数
の
平
方
は

0
・
九
三
で
あ
り
、
こ
の
式
に
よ
り
総
農
家
数
は
分
散

の
九
三
%
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
パ
ス
係
数
の
二
乗
が
影
響
度
を
表
す
こ
と
か
ら
、
農
家
数
を

維
持
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
専
業
農
家
数

(
0

・8
J
よ
り
第
二
種
兼
業
農
家
数

(
0

・SH)
か
ら
よ
り
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
言
え
ば
、
農
家
数
が
維

持
さ
れ
る
た
め
に
は
専
業
だ
け
で
は
厳
し
く
、
銭
外
収
入
を
主
体
と
し
た
農
業
を
営
む
二
種
兼

業
と
な
り
が
ち
な
農
村
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

農家の種別と農家数のパス図図3
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変
数
の
構
造
解
析
|
質
的
比
較
分
析

条件不利地域の構造と政策分析(ー)

熊
本
県
の
「
農
業
集
落
カ
l
ド
」
に
は
丸
岡
市
町
村
で
三
、
七
五
五
の
農
業
集
落
ケ
l
ス
が
存
在
し
て
い
る
が
、
一
九
九
五
年
と
二

0
0
0
年
の
両
方
の
デ
l
タ
に
関
し
た
集
落
戸
数
に
つ
い
て
は
三
、
六
七
九
の
農
業
集
落
ケ
l
ス
が
有
効
な
デ
l
タ
で
あ
る
。
こ
の
差

は
、
統
計
が
悉
皆
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
概
ね
農
業
集
落
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
集
落
の
数
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
選
択
し
た
五
項

目
の
変
数
デ
1
タ
を
農
業
集
落
毎
に
抽
出
し
分
析
対
象
デ
l
タ
と
し
て
整
理
を
行
う
と
、
こ
の
う
ち
農
業
集
落
の
総
戸
数
が
維
持
・
増

加
し
て
い
る
も
の
が
二
、
二
人
六
ケ
1
ス
(
六
0
・
九
%
)
、
減
少
し
て
い
る
も
の
が
て
三
九
三
ケ
l
ス
(
三
七
・
一
%
)
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
デ
l
タ
で
独
立
変
数
五
項
目
と
従
属
変
数
の
全
て
の
デ
1
タ
が
揃
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
二
、
八
九
一
ケ
l
ス
で
あ
り
、
質
的

比
較
分
析
の
資
料
と
し
て
こ
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
利
用
す
る
(
有
効
デ
l
タ
率
七
七
%
)
。

ま
ず
第
一
に
、
都
市
的
地
域
、
平
地
農
業
地
域
、
中
間
農
業
地
域
、
山
間
農
業
地
域
の
四
種
の
地
域
類
型
ご
と
に
集
落
ケ
l
ス
を
分

類
し
、
集
落
ご
と
に
先
の
A
j
E
の
五
独
立
変
数
と
従
属
変
数
(
説
明
変
数
T
)
の
充
足
度
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
変
数
値
を
肯
定
の

場
合
に
一
、
否
定
の
場
合
は

O
の
二
倍
関
係
式
で
表
す
。

第
二
に
、
こ
れ
で
得
ら
れ
た
独
立
変
数
の
変
数
値
パ
タ
ー
ン
毎
に
、
集
落
総
戸
数
が
維
持
さ
れ
て
い
る
集
落
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の

を
真
理
表
と
し
て
整
理
す
る
。
全
集
落
ケ
1
ス
で
集
落
戸
数
が
維
持
・
増
加
し
て
い
る
件
数
は
、
例
え
ば
都
市
的
地
域
で
は
四
O
O
ケ
ー

ス
の
内
入

O
ケ
I
ス
ー
二
0
・
0
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
パ
タ
ー
ン
類
型
の
集
落
維
持
ケ
1
ス
が
こ
れ
よ
り
高
い
維
持
・
増
加

の
発
生
件
数
を
示
す
か
否
か
で
カ
ッ
ト
オ
フ
働

r設
定
し
、
そ
の
類
型
の
従
属
変
数
値

(
T
)
を
一
も
し
く
は
O
に
判
定
す
る
(
表
3
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説

を
参
照
)
。

第
三
に
、
こ
れ
ら
の
行
列
デ
ー

タ
を
論
理
関
数

T
を
表
す
標
準
積

和
形
と
し
て
考
え
、
プ
ー
ル
代
数

計
鳥
rよ
り
締
約
し
て
最
小
積
和

形
を
導
く
(
ド
・
モ
ル
ガ
ン
の
法

則
を
適
用
す
る
と
そ
の
否
定
形
も

簡
単
に
導
出
で
き
る
)
。
四
種
の

地
域
類
型
ご
と
に
論
理
関
数
計
算

を
行
っ
た
結
果
が
表
4
で
あ
り
、

集
落
戸
数
維
持
に
か
か
る
独
立
変

数
聞
の
構
造
が
以
下
に
述
べ
る
よ

う
に
導
き
曲
さ
れ
た
。

飴

①
都
市
的
地
域

こ
の
地
域
は
も
ち
ろ
ん
条
件
不

利
地
域
で
は
な
い
が
、
都
市
化
に

よ
り
農
業
集
落
と
し
て
は
中
山
間

当

岨・

1

骸

h
H
M
E
-
-
'
A
h
u
'
A
h
u
-
-
n
u
a
u
n
u
n
u
h
u
'
A
冒
且

A
U
'
A
'
A
A
υ
A
U
白

u
n
u
冒

A
n
u
h
u
h
u
n
u
白

u
h
u
n
u
n
u
n
u
'
A
'
A

・

』

出

一

糾

」

れ
%

-

-
r 

同
一
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
一
%
-
n
-

帽
一
お
∞
日
開
。
“

4
0
0
0
悶
お
∞

o

m
お

O
O
U
8
ω
o
M
o
o
o
u
o
o
o
m
m一
ω一
勧

百
-

I

l

l

-

2

-

明

t
T固
1
4
0
9
1
0
6
6
1
0
6
3
2
0
2
2
1
0
2
4
1
0
7
2
0
0
3
5
-
o

副

由

同

訂

以

内

L
a
a
-
-
n
a

，

且

内

d

n

E

'

A

a

q

内
a

p

o

-

A

H

M
川

裕一

-

-

4

義

一

一

E
-
2
2
0
5
2
0
1
0
3
4
0
0
6
2
2
0
6
1
0
0
6
4
1
0
2
2
0
0
5
4
-
m 

E
恥
-
F品
。

‘

の

品

'a

の
4

勿

'

'

A

q

d

句

。

引

4

E
H
2

内

d

過一

表理真るす関持鰍
峨
一
B

一00
0
0
0
0
O
O
I
l
i
-
-
1
1
0
0
0
0
0
0
o
o
l
i
l
i
-
-

集

雌

二
的
一
一

刻

柿

-
A

一0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
o
o
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

E
-
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1 

D
-
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1

c
-
o
o
o
o
l
-
-
1
0
0
o
o
l
-
-
1
0
0
o
o
l
-
-
1
0
0
o
o
l
-
-
-

A
H
n
u
p
u
n
u
E』

(熊本法学 105 号・04) 12 



地
域
と
は
別
の
制
約
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
集
落
人
口
が
維
持
さ
れ
る

た
め
の
独
立
変
数
条
件
と
し
て
は
、

J

「

H
切
の
り
+
ω
σ
の
向
日
+
ω
σ
向
日
開
+

ω
回
。
。
+
州
お
り
開
+
〉
σ
の
内
問
。

条件不利地域の構造と政策分析(ー)

の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

大
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
そ
の
変

数
が
肯
定
さ
れ
た
状
態
(
真
理
表
の
一
)
、

小
文
字
は
否
定
さ
れ
た
状
態
(
真
理
表

の
O
)
を
表
し
て
い
る
。
+
は
条
件
聞

の
関
係
が
論
理
和
「
ま
た
は

(
O円
)
」

で
あ
り
、

B
C
D
は
B
×
C
×
D
の
論

の
関
係
性
で

理
積
「
か
っ

(
m
w
ロ
仏
)
」

あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
場
合

T
は
B
C
D
な
ど
六
種
の
独
立
変
数
の
)

組
み
合
わ
せ
の
一
つ
が
成
立
し
た
と
き
胸

つ
ま
り
集
落
総
戸
数
が
維
持
さ
糊平

れ
る
と
解
さ
れ
る
。

当敏かれ
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農と り c 地心事生て培中は
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た
集
落
を
意
味
し
て
い
る
が
、
都
市
内

で
農
外
者
が
転
入
す
る
な
ど
農
林
業
以

外
の
要
因
で
集
落
人
口
が
維
持
さ
れ
て

い
る
ケ
1
ス
と
解
さ
れ
る
。
将
来
的
に

は
人
口
・
戸
数
の
増
加
は
あ
っ
・
て
も
農

業
集
落
と
し
て
は
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

条件不利地域の構造と政策分析(ー)

a
b
d
Eは
、
市
町
村
人
口
の
減
少
、

農
家
率
の
減
少
、
操
業
生
産
組
織
が
な

い
と
い
っ
た
農
業
集
落
の
維
持
に
は
不

利
な
条
件
で
あ
る
が
、
六
O
歳
未
満
の

男
子
農
業
専
従
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
集
落
で
は
都
市
化
に
も

か
か
わ
ら
ず
操
業
を
継
い
で
い
こ
う
と

い
う
後
継
者
が
育
っ
て
い
る
。
集
落
が
)

維
持
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
良
外
者
の
糊

混
住
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鵬

a
B
C
e
は
、
市
町
村
人
口
が
減
少
仙

過疎型 集落数集落維持型の% 出力値

o 10096 
o 0 096 0 
5 5 0% 0 
2 2 0% 0 
2. 2 096 0 
o ω %  
5 5 0% 0 

2 50% 
3 6 5096 
3 5 40% 
32 36 11% 0
9 10 1096 0
10 10 0% 0
4 4 0% 0 
22 27 ~96 
4 6 33% 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 096 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 096 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
o 0 096 0 
o 0 0% 0 
o 0 0% 0 
0 o  0% 0 
O2 122 16.4% 

人口が地加

、果樹のいずれかに館当

た場合 1

E
一0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1

D
-
o
o
-
-
o
o
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
0
0
1
1
o
o
-
-
0
0
1
1
0
0
1
1

c
-
o
o
o
o
l
-
-
1
0
0
o
o
l
-
-
1
0
0
O
O
I
l
-
-
o
o
o
o
l
-
-
-

B
-
0
0
0
0
O
G
O
O
I
-
-
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1 

A
-
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
o
o
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1 

A
B
C
D
E 
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し
て
い
る
が
、
農
家
率
は
ま
だ
三

O

%
を
超
え
、
集
務
の
主
位
作
物
も
米

麦
以
外
の
施
設
園
芸
や
野
菜
、
果
樹

な
ど
価
格
競
争
力
の
高
い
商
品
作
物

に
転
換
し
て
い
る
。
し
か
し
、
六
O

歳
未
満
の
農
業
後
継
者
は
少
な
い
集

落
で
あ
る
。
旧
来
の
農
業
集
落
が
都

市
化
に
よ
り
解
体
に
向
か
っ
て
変
化

し
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
集
落
内
に
農

家
が
比
較
的
多
数
あ
る
た
め
、
高
齢

者
や
跡
継
ぎ
が
な
い
農
家
で
も
都
市

の
利
点
を
生
か
し
た
営
農
を
現
在
も

継
続
で
き
て
い
る
状
況
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で

愉

は
、
農
外
者
の
転
入
に
よ
る
集
落
戸

数
の
増
加
要
因
は
別
と
し
て
農
家
戸

数
の
減
少
は
農
業
が
世
代
交
代
で
き

な
く
な
っ
た
時
点
で
加
速
化
す
る
こ

******ホ*市市場事車場常
事 CRISp.SET ANALYSIS ホ

*ホ***ホ*事**ホ*ホ**

ブール代数計算結果

*****ホ*事*市*****
* CRISp.SET ANALYSIS * 
験再陣取*材陣取市*府市市*市市*

表 4

File: D:/ 都市ープール代数計算.回 V

Model: T=A+B+ C +D+E 

100.0% 
0.0% 
65.6% 
34 .4% 
0.0% 

同

4
内

4
n
u
・
且

'
a
n
u

q岨
帽

。

内

6
・
且

C邸国 R 伺 d:
Valid: 

Mi ssing: 
o Cases: 
1 Cases: 
- Cas es: 

File: D:/ 平地ープール代致計算.白 V

Model : T::: A + B + C + D + E 

100.0% 
0.0% 

56.3% 
43.8% 
0.0% 

帽
岳
町

4
n
u
白

o
a
u
τ
n
u

q
u
内

0

・A
'
A

cas 田 Read:
Valid: 

Missing: 
o Cases: 
1 Cases: 
- Cases: 

A1 gorithm : Quine.McCluskey 
1 Ma 位以: 1 

Algorithm : Quine.McCluskey 
1 Matrix: 1 

* * * TRUTH TABLE SUMMARY ホ**

1 
1 
1 

C脇田

Min 泊lum Frequency 0 : 
Mi nimum Frequency 1 : 
Mi nimum Frequency ・:

∞nfigs % 

* *. TRUTH T ABLE SUMMARY. 事事

1 
1 
1 
ca 民 S

Minimum Frequency 0 : 
Minimum Frequency 1 : 
Mi nimum Frequency .・

configs % % 

65.6 
34.4 
0.0 
0.0 

-
且

-
A
A
u
h
U
A
U
向

U

内

4
・
且

65.6 
34.4 
0.0 
0.0 

-
A
・
且

n
u
向

U

帽

a

，
•. o Terms: 

1 Terms: 
-Terms: 
C Terms: 

0: 
1 : 

% 

"56.3 
43.8 
0.0 
O.。

o
o
a唖
白

U
A
u
n
u
n
u

--a--a 

56.3 
43.8 
0.0 
0.0 

。oa
u胃

A
U
A
U

--A----

o Terms: 
1 Terms: 
-Terms: 
C Terms: 

0: 

32 100.0 
o 0.0 

32 100.0 
o 0.0 

Total : 
Dro pped : 

32 100.0 
o 0.0 

32 100.0 
o 0.0 

Total: 
Dropped: 

• • * CRISp.SET SOLUTION • • • 

BCD+ 
abcd+ 
abd E+ 
aBCe+ 
acDE+ 
Ab Cd e 

CRISp.SET SOLUTION • * • 調幹事*

Bde+ 
AcD e+ 
aBcD+ 
AcdE+ 
abDE+ 
AbCE 
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

と
が
予
測
さ
れ
る
。
地
理
的
に
は
都
市
部
内

で
あ
り
、
農
業
以
外
の
住
宅
地
や
商
工
業
地

へ
と
転
換
が
進
む
可
能
性
が
商
い
。

a
c
D
E
は
、
市
町
村
人
口
が
減
少
し
、

米
作
を
中
心
と
し
た
集
落
で
あ
る
が
、
農
業

生
産
組
織
が
健
在
で
あ
り
六
O
歳
未
満
の
農

業
専
従
者
が
増
加
し
て
お
り
後
継
者
が
家
業

の
農
業
を
承
継
し
積
極
的
な
営
農
を
集
落
単

位
で
行
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
都

市
お
よ
ぴ
近
郊
の
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し

た
営
農
の
典
型
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

ょ、っ。こ
の
よ
う
な
都
市
的
地
域
で
の
農
業
は
、

宅
地
並
み
課
税
や
混
住
の
進
展
と
い
っ
た
都

市
化
に
よ
る
営
農
継
続
へ
の
障
害
は
高
い
も

の
の
、
都
市
人
口
の
集
積
を
生
か
し
た
積
極

的
商
品
作
物
の
栽
培
に
は
後
継
者
も
仕
事
と

し
て
農
業
継
続
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も

**********ホ*本**
* CRISP-SET ANALYSIS 市

*************** 

*ホ************ホ
* CRISP -8 ET ANAL YSIS * 
*************** 

File:D:/ 中岡地ープール代数計算.白 V

Model: T=A+B + C +D+ E 
File: D: /山問地ープール代数計算.国 V

Model : T = A + B + C + D + E 

100.0% 
0.0% 

68.8% 
31 .2% 
0.0% 

内

d
n
a
n
u
内

a
h
u
h
u

司

o
n
O

内

4

・且

Ca ses Read: 
Valid: 

Mi 鎚泊g:
o Cas 儲:
1 C部国 :

ーCases : 

100.0% 
0.0% 

78 .1% 
21. 9% 
0.0% 

nd
司

轟

向

U
F
O

噌，
nu

q
u
司

O

内
届

Ca ses Read: 
Valid: 

Missing: 
o Cases: 
1 Cases: 
- Cases: 

Algorithm : Quine ・McCluskey
1 Matrix: 1 

Algorithm : Quine-McCluskey 
1 Matrix: 1 

申* * TRUTH TABLE SUMMARY * * *. 
1 
1 
1 

Ca ses 

Mi nimum Frequency 0 : 
Mi nimum Frequency 1 : 
Minimum Frequency ・:

∞nfigs % 

* * * TRUTH TABLE SUMMARY * * * 
1 
1 

Ca s回

Minimum Frequency 0 : 
Minimum Frequency 1 : 
Minimum Frequency -: 

configs % % 

68 .8 
31 .2 
0.0 
o.

内

a
n
H
v
h
u
n
u
n
u
n町

内

4

・A

68.8 
31.2 
0.0 
0.0 

内

a
n
u
n
u
h
u

舟

6

・且
o Terms: 
1 Terms: 
-Terms: 
C Terms: 

0: 
1 : 

% 

o Terms: 
1 Terms: 
-Terms: 
C Terms: 

0: 
1 : 

78.1 
21. 9 
0.0 
0.0 

R
U
司

'
h
u
n
u
n
M
A
u

n-
78.1 
21.9 
0.0 
0.0 

匡
U
守

'
h
u
h
u

帽
晶

3? 100.0 
o 0.0 

32 100.0 
o 0.0 

Total: 
Dropped: 

32 100.0 
o 0.0 

32 100.0 
o 0.0 

Total: 
Dropped: 

* * * CRISP-SET SOLUTION * * * 
bcD+ 
abce+ 
aB Ce+ 
abDE+ 
ABCD 

*本* CRISP-SET SOLUTION * *ホ
acde+ 
aBcd+ 
abCE+ 
aB CD 
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の
が
あ
る
。
積
極
的
に
農
地
と
し
て
保
存
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
は
都
市
計
画
の
中
で
議
論
さ
れ
る
が
、
営
農
推
進
を
考

え
る
と
す
る
と
市
町
村
や
県
な
ど
に
よ
る
競
争
力
の
あ
る
栽
培
作
自
の
指
導
や
流
通
・
販
売
へ
の
支
援
が
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
営
農

支
援
策
と
し
て
効
果
を
上
げ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
未
だ
農
家
率
が
高
く
生
産
組
織
も
生
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
、
早
晩
旧
来
の
方
法
で

は
行
き
詰
ま
り
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
域
で
の
生
産
組
織
を
強
化
し
つ
つ
付
加
価
値
の
高
い
作
目
の
導
入
な
ど
の
政
策
が
重
要

と
な
ろ
う
。

論

A
b
e
d
e
は
、
市
町
村
人
口
が
増
加
し
、
米
策
以
外
の
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
良
家
率
の
低
下
、
生
産
組
織
の
消
滅
、
後

継
者
不
足
と
都
市
化
に
よ
る
影
響
か
ら
農
業
を
辞
め
る
農
家
数
が
増
加
し
て
い
る
地
域
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
域
で
は
地
域
の
存
立
に
関
わ
る
定
住
問
題
と
し
て
は
、
農
業
外
の
理
由
で
人
口
増
加
を
続
け
得
る
地
域
で
あ
り
、
雇
用
な
ど

の
経
済
的
機
会
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
農
業
を
行
う
た
め
の
地
域
の
条
件
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
所
得
の
比
較
優

位
性
を
農
業
が
失
う
条
件
が
発
生
し
た
段
階
で
農
業
集
落
か
ら
他
の
商
工
業
や
住
宅
地
へ
と
そ
の
性
格
を
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
地
域
に
は
都
市
化
・
過
密
化
の
問
題
は
あ
る
が
、
本
稿
が
課
題
と
し
て
い
る
土
地
生
産
性
と
人
口
減

少
が
も
た
ら
す
条
件
不
利
性
は
な
い
。

②
平
地
農
業
地
域

同
じ
ょ
っ
な
計
算
を
平
地
農
業
地
域

行
っ
と

吋
日
回
品
。
+
〉
の
U
O
+
何
回
目
。
ロ
+
〉
の
向
日
開
+
ω
σ
口
開
+
〉
σ
の
開

が
集
落
人
口
維
持
の
条
件
と
な
っ
た
。
回
宕
は
、
農
家
率
は
三

O
%以
上
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
生
産
組
織
が
無
く
、
六

O
歳
未

満
の
男
子
農
業
専
従
者
は
減
少
し
て
い
る
。
平
地
と
い
う
地
理
的
好
条
件
地
で
農
業
集
落
が
幸
い
に
も
今
現
在
は
残
っ
て
い
る
が
、
集
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

落
自
体
が
営
農
を
積
極
的
に
継
続
す
る
雰
囲
気
に
な
く
農
業
が
後
継
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
仕
事
と
な
っ
て
い
な
い
。
農
家
率
の
低
下

に
つ
れ
銭
外
者
の
混
住
化
が
進
み
集
落
自
体
は
性
格
を
変
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
地
域
で
あ
る
。

A
c
D
eは
、
市
町
村
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
米
麦
生
産
中
心
の
集
落
で
あ
る
が
、
未
だ
農
業
生
産
組
織
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
将
来
の
集
落
維
持
に
と
っ
て
は
課
題
で
あ
る
。
平
地
と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
園
場
整
備

な
ど
構
造
改
善
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
米
麦
作
の
大
規
模
化
・
省
コ
ス
ト
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
条
件
地
域
で
あ
り
、
後
継
者

が
い
な
い
耕
地
に
つ
い
て
は
土
地
の
集
約
化
な
ど
を
上
手
く
誘
導
す
る
こ
と
で
農
業
に
よ
る
地
域
活
性
化
も
可
能
な
所
で
あ
る
。
し
か

し
こ

0
0
0年
度
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
三

M
以
上
の
経
営
耕
地
面
積
を
有
す
る
上
層
農
家
が
経
営
を
縮
小
気
味
で

あ
り
、
今
後
広
範
な
地
域
で
農
地
の
受
け
手
不
足
に
よ
る
農
地
資
源
の
維
持
・
管
理
の
問
題
が
平
地
農
業
地
域
の
よ
う
な
条
件
の
有
利

目

m岨
》

な
と
こ
ろ
で
も
現
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

a
B
c
D
は
、
市
町
村
人
口
は
減
少
し
て
い
る
が
農
家
率
は
三

O
%を
未
だ
切
っ
て
い
な
い
。
生
産
組
織
は
健
在
で
あ
る
が
、
集
落

の
主
位
作
物
は
米
麦
で
あ
る
。
平
地
農
業
地
域
で
は
農
業
生
産
に
は
一
番
適
し
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
優
位
性
で
農
村
集
落
が
維
持
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
早
晩
現
役
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
農
家
率
の
急
激
な
減
少
が
始
ま
る
こ
と
で
、
集
落
の
変
化
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
平
地
で
あ
り
、

D
I
D地
区
と
の
ア
ク
セ
ス
も
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
農
外
者
と
の
混
住
が
進
む
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
集
落
自
体
の
崩
壊
ま
で
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
人
口
の
減
少
が
み
ら
れ
る
地
方
都
市
周
辺
の
平
地
農
業
地
域
の
典

型
例
で
あ
る
。

A
c
d
Eは
、
市
町
村
人
口
は
増
加
し
て
い
る
が
、
栽
培
作
目
は
平
地
の
条
件
を
生
か
し
た
米
麦
生
産
で
あ
る
。
こ
の
集
落
で
は
生

産
組
織
は
既
に
機
能
し
て
い
な
い
が
、
後
継
者
は
育
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
稲
作
で
は
集
落
単
位
の
利
水
や
共
同
作
業
が
必
須
で
あ
っ

た
が
、
機
械
化
や
構
造
改
善
な
ど
に
よ
り
利
益
の
上
が
る
米
作
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
集
落
で
あ
る
。
都
市
化
の
な
か
で
市
町
村
人
口
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が
増
加
し
て
い
る
こ
と
ろ
は
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
と
同
様
に
地
域
の
な
か
で
の
県
都
と
そ
の
周
辺
に
人
口
増
加
が
限
ら
れ
る
傾
向
が

強
く
、
必
然
的
に
こ
の
よ
う
な
平
地
農
業
地
域
に
も
次
第
に
混
住
化
が
進
展
し
、
集
落
の
定
住
人
口
は
農
外
者
の
移
住
に
よ
り
増
加
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

a
b
D
E
は
、
市
町
村
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
農
家
率
も
三

O
%を
割
っ
て
い
る
が
、
都
市
近
郊
で
平
地
で
あ
る
地
域
特
性
か
ら

生
産
組
織
が
機
能
し
て
お
り
、
後
継
者
も
確
保
さ
れ
て
い
る
営
農
集
落
で
あ
る
。
生
産
条
件
と
し
て
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
生
産
組

織
の
活
性
化
を
行
い
つ
つ
、
耕
地
の
大
規
模
化
や
換
金
作
物
の
栽
培
な
ど
攻
め
の
農
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
な
集
落
で
あ
る
。

A
b
C
E
は
、
市
町
村
人
口
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
農
家
率
は
三

O
%を
割
り
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
施
設
闘
芸
や
野
菜
、
、

果
樹
な
ど
を
栽
培
し
、
後
継
者
も
育
っ
て
い
る
。
平
地
で
の
農
業
は
、
営
農
規
模
を
拡
大
し
商
品
作
物
の
栽
培
を
行
う
こ
と
で
土
地
条

件
の
比
較
優
位
性
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
農
業
継
続
の
た
め
の
条
件
に
多
少
不
利
な
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
集

落
内
に
生
産
組
織
と
い
っ
た
相
互
扶
助
機
能
を
持
つ
こ
と
で
営
農
が
さ
ら
に
有
利
に
展
開
で
き
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
平
地
農
業
地
域
で
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
そ
の
地
理
的
条
件
の
優
位
性
は
高
く
、
そ
れ
を
生
か
す
営
農
の
推
進
が
効
果
的

で
あ
る
。
公
共
政
策
と
し
て
、
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
営
農
を
支
援
す
る
た
め
の
生
産
組
織
の
設
立
・
運

営
支
援
を
行
い
1

農
事
法
人
化
を
含
め
て
職
業
と
し
て
魅
力
的
な
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
既
に
そ
の
よ
う
な
大
規
模

化
し
た
法
人
の
中
に
は
、
良
外
の
被
雇
用
者
を
労
働
力
と
し
て
雇
用
す
る
よ
う
な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
き
た
。
ま

た
、
商
品
価
値
の
高
い
作
目
の
選
定
に
つ
い
て
も
、
県
や
市
町
村
お
よ
び

J
A等
の
支
援
が
呆
た
す
役
割
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
、
地
方
都
市
周
辺
の
平
地
農
業
地
域
の
よ
う
に
農
業
集
落
戸
数
の
減
少
が
起
こ
り
う
る
が
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
中
山
岡
地
域
の

よ
う
な
集
落
の
定
住
環
境
が
損
な
わ
れ
る
程
の
地
理
的
条
件
不
利
性
に
は
な
い
。

論
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③
中
間
農
業
地
域

【

mv

こ
の
地
域
は
土
地
の
傾
斜
度
が
あ
り
、
平
地
よ
り
も
農
業
条
件
と
し
て
厳
し
く
、
園
場
整
備
も
前
二
者
ほ
ど
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
未
整
備
の
耕
地
が
大
型
機
械
の
導
入
を
阻
む
た
め
耕
作
が
非
効
率
化
し
、
そ
の
こ
と
が
田
畑
の
集
約
に
よ
る
大
規
模
化
や
小
作
貸

し
付
け
な
ど
が
難
し
い
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
負
の
条
件
が
重
な
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
地
域
で
集
落
戸
数
を
維
持

し
て
い
く
た
め
の
条
件
は
計
算
の
結
果
、

寸

"
σ
o
U
+
ω
げ
の

O
+
ω
回
の
o
+白
σ口
開
+
〉
切
の
ロ

の
五
種
類
と
な
っ
た
。

条件不利地域の.構造と政策分析(ー)

b
c
D
は
、
農
家
率
が
減
少
し
、
米
麦
栽
培
中
心
だ
が
、
農
業
生
産
組
織
は
健
在
で
あ
る
地
区
で
あ
る
。
生
産
組
織
が
機
能
し
て
い

る
聞
は
、
機
械
の
共
有
や
耕
作
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
現
役
世
代
が
稼
働
で
き
る
範
囲
で
農
業
生
産
活
動
は
維
持
さ
れ
得
る
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
栽
培
作
目
の
変
更
な
ど
を
生
産
組
織
を
通
じ
て
支
援
し
つ
つ
、
販
売
農
家
と
し
て
育
つ
よ
う
な
支
援
が
効
果
を

上
げ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
離
島
す
る
農
家
か
ら
の
耕
作
地
の
借
り
受
け
、
生
産
組
織
に
よ
る
受
託
耕
作
作
業
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成

か
ら
後
継
者
へ
と
繋
げ
る
仕
組
み
な
ど
を
公
的
な
シ
ス
テ
ム
が
関
与
し
制
度
化
す
る
こ
と
も
、
農
業
生
産
活
動
の
支
援
効
果
を
上
げ
、

ひ
い
て
は
そ
の
土
地
で
の
人
口
の
定
住
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

a
b
c
eは
、
市
町
村
人
口
が
減
少
し
、
農
家
率
も
減
少
、
米
麦
栽
培
中
心
と
こ
れ
ま
で
の
成
り
行
き
に
任
せ
、
後
継
者
も
育
っ
て

い
な
い
集
落
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
兼
業
の
た
め
の
通
勤
等
が
可
能
な
ど
の
好
条
件
下
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
農
業

集
落
で
は
地
理
的
隔
絶
性
が
強
け
れ
ば
過
疎
化
が
時
間
と
と
も
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
積
極
策
を
と
る
と
し
て
も
、

施
設
園
芸
に
は
ハ
ウ
ス
な
ど
多
額
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
化
し
後
継
者
も
い
な
い
農
家
で
は
負
債
償
還
の
目
処
が
立
た
ず
自
給
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鋭

的
な
耕
作
へ
と
収
束
し
て
い
く
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
集
落
人
口
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
そ
こ
で
生
活
す
る
人
口
を

保
持
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
圏
内
の
農
産
物
の
市
場
競
争
性
か
ら
み
て
集
落
内
で
の
農
林
業
活
動
で
そ
の
生
計
費
が
賄
え
な
い
場
合
が

多
い
。
農
外
収
入
を
得
る
機
会
を
増
加
さ
せ
る
政
策
、
例
え
ば
農
工
団
地
へ
の
企
業
誘
致
や
加
工
業
の
創
出
、
近
隣
地
域
へ
の
通
勤
を

円
滑
に
す
る
た
め
の
道
路
等
の
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
場
で
の
競
争
力
の
あ
る
作
自
の
開
発
や
認
定
農
業

者
等
の
地
域
農
業
を
担
う
者
へ
の
農
地
等
の
資
源
の
集
約
化
、
生
産
組
織
の
設
立
な
ど
が
支
援
政
策
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
個
人
の
農

家
に
よ
る
規
模
拡
大
や
経
営
改
普
な
ど
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
農
家
に
よ
る
農
事
法
人
化
な
ど
の
工
夫
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

a
B
C
eは
、
市
町
村
人
口
が
減
少
し
て
い
る
が
、
集
落
の
農
家
率
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
施
設
園
芸
、
野
菜
、
呆
樹
な
ど
商
品
価

値
の
高
い
作
目
を
栽
培
し
て
い
る
も
の
の
、
六

O
歳
未
満
の
男
子
農
業
専
従
者
は
減
少
し
て
お
り
後
継
者
が
育
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
地
理
的
条
件
不
利
性
を
、
個
々
の
農
家
の
才
覚
で
補
い
健
闘
し
て
い
る
集
落
で
あ
る
。
中
岡
地
と
い
う
地
代
・
労
賃
の
安
さ
や

気
候
条
件
な
ど
を
有
利
に
使
う
こ
と
で
、
農
業
活
動
の
活
性
化
を
図
れ
る
よ
う
な
公
的
支
援
策
が
効
呆
を
持
つ
。
農
家
を
や
め
た
耕
地

な
ど
の
う
ち
条
件
の
良
い
も
の
を
集
約
化
や
小
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
的
支
援
も
集
落
自
体
へ
の
定
住
を
め
ざ
す
場
合
必

要
な
施
策
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
数
戸
の
意
欲
の
あ
る
農
家
に
よ
る
良
事
法
人
化
に
よ
る
取
り
組
み
で
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
ケ
l
ス

が
見
ら
れ
る
。

輪

a
b
D
E
は
、
市
町
村
人
口
、
農
家
率
と
も
に
減
少
し
て
い
る
が
、
農
業
生
産
組
織
が
集
落
で
機
能
し
て
お
り
、
六

O
歳
未
満
の
男

子
農
業
専
業
者
が
後
継
者
と
し
て
育
っ
て
い
る
。
生
産
し
て
い
る
主
位
作
目
を
関
わ
ず
、
集
落
と
し
て
協
力
し
て
農
業
活
動
を
支
援
し

あ
う
こ
と
の
で
き
る
連
帯
性
が
、
地
域
カ
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

A
B
C
Dは
、
市
町
村
人
口
は
増
加
し
、
農
家
率
も
三

O
%以
上
維
持
し
て
お
り
、
施
設
園
芸
・
野
菜
・
果
樹
な
ど
の
価
格
競
争
力

の
あ
る
作
目
を
栽
培
し
て
い
る
。
旧
来
か
ら
の
農
業
集
落
が
揃
っ
て
生
産
組
織
の
協
力
に
よ
り
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
を
模
索
し
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て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
ケ
l
ス
よ
り
積
極
的
な
展
開
を
集
落
で
行
っ
て
お
り
、
生
産
組
織
の
充
実
に
よ
り
一
層
農
業
生
産
活
動

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
担
い
手
不
足
に
よ
り
一
集
落
単
位
で
の
生
産
組
織
の
活
動
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
は
、

市
町
村
や
J
A
が
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
組
織
化
し
た
成
功
事
例
が
中
園
地
方
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
。
全
て
の
農
家
で
後
継
者
を
持

つ
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
集
落
内
で
認
定
農
業
者
を
増
や
し
、
生
産
組
織
を
強
化
し
、
集
落
人
口
の
再
生
産
が
可
能
な
家
族
の
維
持

や
新
規
参
入
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
段
階
で
は
重
要
と
な
る
。
新
規
就
農
者
を
生
産
組
織
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
養
成
し

て
い
く
な
ど
の
将
来
へ
向
け
た
布
石
を
集
落
と
自
治
体
で
検
討
し
て
い
く
政
策
が
望
ま
れ
る
。
平
成
一
五
年
度
か
ら
J
A
が
国
の
緊
急

雇
用
対
策
事
業
で
新
規
就
農
者
の
育
成
を
は
じ
め
た
が
、
こ
の
よ
う
な
あ
た
ら
し
い
農
業
者
の
育
成
や
、
定
年
者
で
農
業
を
し
て
み
た

い
者
へ
の
営
農
指
導
な
ど
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択
す
る
人
口
の
確
保
を
政
策
の
正
面
か
ら
捉
え
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

条件不利地域の構造と政策分析(ー)

し
か
し
こ
の
中
山
岡
地
域
の
課
題
は
、
①
土
地
条
件
の
不
利
性
か
ら
く
る
「
経
済
的
要
因
」
、
②
厳
し
い
自
然
環
境
と
都
会
生
活
と

比
較
し
た
生
活
環
境
施
設
の
劣
位
性
と
い
っ
た
「
社
会
的
要
因
」
、
更
に
③
人
が
よ
り
よ
き
暮
ら
し
を
求
め
る
人
生
選
択
に
対
し
て
農

山
村
地
域
は
幅
広
い
自
己
実
現
の
可
能
性
を
確
保
で
き
な
い
と
い
っ
た
「
主
体
的
要
因
」
が
絡
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
こ

れ
ま
で
も
定
住
や
後
継
者
養
成
を
困
難
と
し
て
き
た
。
①
②
の
条
件
改
普
を
目
的
と
し
た
農
村
環
境
の
整
備
が
国
・
県
・
市
町
村
で
展

開
さ
れ
て
き
た
が
、
集
落
人
口
の
維
持
・
定
住
の
促
進
と
い
う
面
で
評
価
を
す
る
な
ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
効
呆
を
発
揮
し
て
こ
な
か
っ
た
。

一
定
の
成
果
を
出
す
た
め
に
は
総
合
的
な
社
会
資
本
整
備
に
対
し
て
多
額
の
投
資
が
必
要
と
な
る
が
、
生
活
道
路
や
上
下
水
道
の
整
備

す
ら
遅
れ
て
い
る
現
在
水
準
を
都
市
部
よ
り
優
先
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
政
治
的
に
も
雛
し
い
。
よ
り
高
い
生
活
環
境
水
準
・
自
己
実

現
の
機
会
を
求
め
て
都
会
へ
人
口
が
流
出
し
て
い
く
過
疎
の
進
行
を
止
め
る
た
め
に
は
、
環
境
整
備
か
ら
農
業
と
い
う
働
き
方
の
近
代

化
ま
で
農
業
政
策
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
総
合
政
策
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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説

抜
本
的
に
は
、
政
策
的
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
最
低
限
度
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め

E
U
の
よ
う
な
農
村
景
観
や
環
境
保
全
、
そ
し

て
食
糧
確
保
な
ど
を
複
合
的
な
理
由
と
し
て
、
地
理
的
条
件
の
厳
し
さ
に
応
じ
て
条
件
不
利
地
で
営
農
し
定
住
す
る
者
に
補
助
金
を
提

供
す
る
所
得
保
障
制
度
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
工
業
製
品
と
同
列
で
自
由
化
交
渉
を
進
め
る
ア
メ
リ
カ
や
ケ
ア
ン
ズ
諸
国

の
政
治
的
圧
力
が
強
い
現
在
の
W
T
O農
業
交
渉
で
は
、
経
済
産
業
省
寄
り
の
発
想
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
政
策
価
値
を
否
定
す
る
意
見

が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
消
費
者
・
食
品
加
工
業
者
・
流
通
業
者
の
視
点
か
ら
も
そ
の
コ
ス
ト
が
農
林
産
物
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
反
対

-m》

す
る
意
見
が
強
く
曲
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
生
産
コ
ス
ト
比
較
で
は
圏
内
農
業
製
品
に
は
価
格
競
各
カ
は
な
い
が
、
食
の
安
全
に
関
し

て
生
産
流
通
で
商
品
質
・
安
全
を
保
障
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
地
産
地
消
に
よ
り
生
産
・
消
費
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
を
地
域
内
で

完
結
さ
せ
る
よ
う
な
環
境
負
荷
に
配
慮
し
地
域
資
源
活
用
に
地
域
で
取
り
組
む
動
き
を
支
持
す
る
意
見
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
圏
内
で
の
操
業
生
産
の
方
向
性
を
そ
の
よ
う
な
高
付
加
価
値
環
境
保
全
型
産
業
化
へ
と
変
質
さ
せ
る
こ
と
も
効
果

的
な
政
策
で
あ
ろ
う
。

現
行
の
枠
組
み
で
可
能
な
施
策
案
と
し
て
、
過
疎
地
と
そ
の
近
隣
の

D
I
D市
町
村
岡
の
時
間
距
離
を
道
路
整
備
等
で
縮
め
、
通
勤

通
学
を
容
易
と
し
、

I
Tを
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
創
出
を
進
め
る
こ
と
で
生
産
性
の
劣
る
農
林
業
収
入
を
補
完
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
こ
の
こ
と
で
農
業
集
落
の
住
民
に
対
し
て
誇
り
を
も
っ
て
自
然
環
境
の
中
で
暮
ら
す
価
値
を
事
受
し
つ
つ
、
さ
ら
に
都
市
部

.
の
持
つ
社
会
的
上
昇
の
機
会
を
得
る
可
能
性
に
相
当
す
る
よ
う
な
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。
内
発
的
な
も
の
と
し
て
、
高
齢

化
し
た
地
域
で
必
要
な
ケ
ア
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
都
市
へ
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
内
の
雇
用
創
出
の
機
会
に
結
び
つ
け
て
い
く

試
み
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
都
市
と
山
村
と
の
交
流
で
都
市
住
民
が
楽
し
む
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
の
場
と
し
て
の
田
舎
で
は
な
く
、

重
要
な
こ
と
は
地
域
の
住
民
自
身
が
山
村
で
暮
ら
す
価
値
を
再
発
見
し
て
い
く
③
の
主
体
的
要
因
に
か
か
る
価
値
観
の
転
換
を
如
何
に

図
る
か
と
雷
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
住
民
自
身
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
生
涯
学
習
活
動
が
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら
に
条
件
が
許

蹟
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せ
ば
、
良
工
団
地
等
へ
の
企
業
誘
致
や
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
加
工
所
・
物
産
直
販
所
の
建
設
な
ど
へ
と
地
域
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
行
政
に
よ
る
取
り
組
み
事
例
と
し
て
、
温
泉
と
「
道
の
駅
」
を
初
め
と
す
る
農
産
物
加
工
販

売
所
が
全
国
で
増
加
し
て
い
る
が
、
企
業
的
経
営
を
行
い
つ
つ
他
施
設
と
の
差
別
化
を
克
服
し
な
け
れ
ば
市
町
村
の
一
般
財
源
に
よ
る

支
援
な
し
に
は
存
続
で
き
な
い
と
い
う
結
果
を
招
く
危
険
性
が
大
規
模
な
投
資
に
は
潜
ん
で
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
百

④
山
地
農
業
地
域

山
地
農
業
地
域
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
四
地
域
類
型
の
中
で
最
も
人
口
の
減
少
が
大
き
い
地
域
で
あ
り
、
集
落
戸
数
の
減
少
か
ら

集
落
崩
壊
、
挙
家
離
村
ま
で
と
集
落
の
存
立
に
関
わ
る
問
題
は
一
番
深
刻
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
芦
北
町
で
は
、
既
に
高
齢
化
率
が
四

0
1七
O
%程
度
に
な
っ
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
集
落
の
農
業
耕
作
者
の
平
均
年
齢
は
七

O
歳
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

地
域
は
、
高
齢
化
と
同
時
に
年
少
世
代
、
生
産
年
齢
世
代
に
空
白
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
耕
作
の
み
な
ら
ず
集
落
自
体
の
存

立
が
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
の
傾
斜
度
は
中
間
地
よ
り
も
急
勾
配
で
、
棚
田
な
ど
の
よ
う
な
小
面
積
で
畦
畔
が
広
く
構
造

改
普
事
業
な
ど
に
よ
る
耕
地
の
効
率
化
が
で
き
な
い
よ
う
な
回
闘
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
の
搬
入
は
不
可
能
で
、
人
カ
に
よ
る
農
作
業
が
多
く
な
り
、
土
地
の
傾
斜
と
作
業
効
率
の
悪
さ
は
平
地
と
比
較
し
て
大
き
な
ハ

ン
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
離
島
等
で
耕
作
放
棄
地
が
多
く
な
り
、
水
の
管
理
そ
の
他
の
耕
作
を
続
け
る
た
め
の
集
落

の
共
同
作
業
も
継
続
が
厳
し
い
状
況
と
な
る
。
耕
作
放
棄
地
は
山
林
化
し
つ
つ
あ
り
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
農
業
に
成
功
し
て
い
る
集
落
は
、
土
地
の
高
度
差
を
利
用
し
季
節
を
ず
ら
し
た
寒
冷
地
野
菜
の
栽
培
や
商
品

作
物
の
企
業
か
ら
の
受
託
栽
培
、
山
菜
・
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
、
地
理
的
不
利
性
を
比
較
優
位
へ
持
っ
て
い
く
試
み
に
成
功
し
た
地
域
が

多
く
み
ら
れ
る
。

条件不利地域の構造と政策分析(ー)
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説

山
地
農
業
地
域
の
市
町
村
で
人
口
増
加
し
て
い
る
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
上
記
三
地
域
に
比
ぺ
集
落
人
口
維
持
の
た
め
の
成
功
条

件
は
少
な
く
、

簡

4
勺

Hωの品。+削
w

回
on--Tωσ
の
開

+ω
回
の
り

の
四
種
類
の
パ
タ
ー
ン
が
算
出
さ
れ
た
。
与
含
は
、
全
て
消
極
的
な
要
件
で
あ
る
が
、
こ
の
集
落
で
は
幸
い
に
も
ま
だ
集
落
自
体
の

人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
状
況
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
近
隣
や
地
域
内
に
雇
用
の
場
が
あ
る
か
、
特
産
品
生

産
が
可
能
で
あ
る
、
通
勤
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
集
落
か
ら
の
人
口
の
退
出
が
起
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

a
B
c
d
は
、
市
町
村
人
口
が
減
少
し
、
稲
作
中
心
の
集
落
で
、
農
業
生
産
組
織
も
機
能
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
農
家
率
は
未
だ

三
O
%以
上
維
持
し
て
い
る
。
典
型
的
な
過
疎
に
向
か
っ
て
い
る
集
落
で
あ
り
、
ま
だ
農
家
率
が
高
い
内
に
、
生
産
性
の
あ
る
作
目
を

導
入
し
、
比
較
的
条
件
の
良
い
耕
地
を
集
約
化
や
小
作
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
行
い
、
集
落
で
の
営
践
支
援
機
能
を
復
活
さ
せ

る
な
ど
の
手
を
打
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
農
業
に
よ
る
生
計
維
持
が
軌
道
に
乗
り
始
め
る
こ
と
で
U
タ
ー

ン
等
の
形
で
満
た
さ
れ
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。

a
b
C
E
は
ぺ
市
町
村
人
口
の
減
少
、
農
家
率
も
減
少
し
て
い
る
が
、
施
設
園
芸
・
野
菜
・
果
樹
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
か
つ
六
O

才
未
満
の
男
子
農
業
専
従
者
も
増
加
し
て
い
る
。
山
間
地
と
い
う
条
件
の
な
か
で
商
品
競
争
力
の
あ
る
営
践
を
行
い
、
家
業
と
し
て
の

農
業
の
維
持
が
集
落
内
の
各
農
家
で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
生
産
組
織
を
作
る
こ
と
で
、
一
層
の
農
業
生
産
活
動
の
安
定
性
や
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

a
B
C
Dは
、
市
町
村
人
口
は
減
少
し
て
い
る
が
、
農
家
率
も
高
く
、
米
麦
以
外
の
商
品
作
目
を
栽
培
し
、
生
産
組
織
も
し
っ
か
り

し
て
い
る
集
落
で
あ
る
。
集
落
を
あ
げ
て
施
設
困
芸
等
商
品
競
争
力
の
あ
る
作
物
を
共
同
で
栽
培
・
出
荷
す
る
な
ど
地
域
の
連
帯
性
が

維
持
さ
れ
て
い
る
積
極
的
な
地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
宮
崎
県
諸
塚
村
の
場
合
は
、
険
し
い
山
間
の
村
で
農
地
も
殆
ど
な
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

い
が
、
山
を
守
る
た
め
に
全
て
の
集
落
が
点
在
し
た
ま
ま
存
立
で
き
る
よ
ヲ
に
町
内
の
道
路
整
備
を
行
い
、
椎
茸
栽
培
に
よ
る
特
産
品

作
り
や
木
材
の
直
販
に
よ
る
林
業
の
維
持
を
は
か
り
、
ま
た
集
落
内
で
の
経
済
の
流
通
を
進
め
る
た
め
に
町
内
の
み
有
効
の
商
品
券
に

町
が
三
割
の
プ
レ
ミ
ア
を
付
け
販
売
す
る
こ
と
、
ま
た
地
区
公
民
館
を
中
心
と
し
た
自
治
へ
の
参
加
を
進
め
る
こ
と
で
内
発
的
振
興
に

努
め
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ツ

1
リ
ズ
ム
に
も
一
見
の
都
会
住
民
と
の
交
流
は
望
ま
ず
、
木
材
直
販
や
森
林
学
習
と
連
携
し
た
継
続
的
な

都
市
と
の
関
係
性
の
創
出
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
だ
け
で
人
口
減
少
を
防
止
す
る
こ
と
は
現
在
の
社
会
情
勢
で
は
難
し

い
と
し
て
も
、
地
域
資
源
を
生
か
し
切
り
、
地
域
に
暮
ら
す
こ
と
の
誇
り
を
大
切
に
す
る
政
策
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
例
で
あ
匂

山
間
地
域
と
い
う
一
番
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
大
き
い
地
域
で
人
々
が
定
住
し
て
い
く
た
め
に
は
、
操
業
者
が
ま
ず
経
済
的
に
利
益

の
上
が
る
生
産
活
動
を
そ
こ
で
行
え
る
と
い
う
こ
と
が
必
須
条
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
条
件
を
満
た
す
た
め
の
政
策
手
法
と
し

て
、
現
在
の
認
定
農
業
者
等
を
中
心
に
換
金
性
の
高
い
作
目
の
選
別
、
そ
し
て
そ
の
生
産
活
動
を
支
援
す
る
生
産
組
織
の
育
成
支
援
が

必
要
と
な
る
。
作
目
の
選
定
に
あ
た
っ
て
も
、
特
殊
作
自
の
発
見
・
導
入
を
図
り
、
平
地
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
生
産
と
い
う
規
模
の
経

済
性
を
追
求
す
る
市
場
と
競
合
し
な
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
見
す
え
る
こ
と
が
有
利
で
あ
ろ
う
。
市
町
村
や
J
A
は
、
意
欲
を
持
つ
農
業
者

に
対
し
て
複
合
経
営
の
き
め
細
か
な
営
農
指
導
を
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ウ
ス
建
設
や
共
同
機
械
購
入
、
有
利
な
融
資
制
度
、
立
ち
上
が

り
期
の
危
険
分
散
の
た
め
の
基
金
や
保
険
、
市
場
の
開
拓
な
ど
、
特
に
地
理
的
条
件
が
厳
し
く
商
品
価
格
コ
ス
ト
の
面
で
不
利
で
あ
る

山
岡
地
に
は
手
厚
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
市
場
経
済
の
中
で
利
益
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
農
業
経
営
体
と
し
て
平
地

農
業
地
域
の
農
家
と
差
別
化
す
る
こ
と
に
蹄
踏
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
条
件
不
利
地
域
の
集
落
の
存
立
を
最
低
限
度
維
持
し
て
い
く
た

め
の
核
と
な
る
定
住
者
を
確
保
す
る
と
い
う
政
策
目
的
か
ら
は
、
農
家
が
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
し
そ
こ
で
生
産
活
動
に

従
事
し
暮
ら
し
を
継
続
し
得
る
だ
け
の
直
接
的
な
支
援
を
行
う
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
近
隣
の
地
域
圏
域
に
、
良
好
な
子
弟
の
就
学
の
機
会
や
、
高
学
歴
化
し
た
後
継
者
が
能
力
を
生
か
し
自
己
実
現
の
満
足
感
を
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脱

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
事
の
創
出
が
併
せ
て
重
要
と
な
る
。
農
産
物
加
工
や
販
売
と
い
っ
た
単
純
労
働
だ
け
で
は
な
く
、
戦

略
的
な
視
点
か
ら
作
目
を
検
討
す
る
こ
と
、
栽
培
技
術
の
高
度
化
、
農
産
物
の
流
通
販
路
の
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
新
た
な
加
工
品
の

開
発
や
P
R、
消
費
者
へ
商
品
の
安
全
性
を
保
証
す
る
な
ど
付
加
価
値
を
高
め
る
仕
事
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
で

U
タ
ー
ン
し
て
く

る
後
継
者
も
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。

飴

⑤
分
析
の
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
過
疎
に
よ
る
集
落
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
集
落
機
能
維
持
の
方
法
と
し
て
、
①
農
業
集
落
か
ら
の
脱
却
を

目
指
す
方
向
性
と
、
②
農
業
経
済
的
基
盤
を
強
化
す
る
方
向
性
、
そ
し
て
③
従
来
型
の
米
・
麦
作
物
を
中
心
と
し
た
高
齢
化
し
つ
つ
あ

る
農
業
集
落
で
の
現
状
維
持
の
三
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
現
実
に
は
各
地
域
の
お
か
れ
た
地
理
的
・
人
的
条
件
は
過
疎
の

進
行
度
に
応
じ
て
多
様
で
あ
り
、
ど
の
戦
略
が
有
効
な
の
か
は
一
概
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
中
山
間
地
と
い
う
条

件
不
利
地
域
で
集
落
の
存
立
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
結

果
を
ふ
ま
え
次
の
よ
う
な
対
応
が
有
効
と
な
ろ
う
。

都
市
的
地
域
や
平
地
農
業
地
域
で
は
主
と
し
て
混
住
化
に
よ
る
集
落
定
住
が
進
行
し
て
お
り
、
①
の
農
業
集
落
か
ら
の
脱
却
方
向
へ

と
向
か
っ
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
に
即
し
て
云
え
ば
農
外
者
と
の
混
住
で
集
落
の
定
住
人
口
が
維
持
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
敢
え
て
脱

業
生
産
活
動
に
固
執
し
た
支
援
策
を
採
る
必
要
は
な
い
。
過
疎
良
山
村
に
お
い
て
も
既
に
「
家
族
、
職
業
と
も
に
、
相
当
都
市
化
傾
向

が
現
れ
て
い
る
。
家
族
の
小
・
核
家
族
化
、
職
業
の
非
農
業
化
は
、
都
市
的
地
域
の
特
色
」
で
あ
っ
た
が
、
既
に
「
過
疎
農
山
村
の
基

-n-

礎
的
生
活
部
分
(
正
常
生
活
)
に
は
、
こ
の
よ
う
な
都
市
的
要
素
(
形
態
)
が
相
当
混
入
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
道
路
な
ど
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
環
境
が
許
せ
ば
中
山
閑
地
域
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
強
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
限
界
集
落
が
立
地
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す
る
中
山
岡
地
の
よ
う
に
他
地
域
と
の
交
流
が
困
難
な
地
域
で
あ
れ
ば
、
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
に
集
落
住
民
の
所
得
獲
得
の
機
会
を

求
め
、
そ
れ
に
よ
る
定
住
化
に
よ
り
集
落
の
存
立
を
第
一
義
に
目
指
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
多
く
の
農
林
業
の
多

面
的
公
益
機
能
が
期
待
さ
れ
る
地
域
と
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
満
た
さ
れ
に
く
い
地
理
的
条
件
下
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
の
聞
い
自
体
を
無
効
に
す
る
が
、
発
想
を
変
え
て
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
農
村
と
い
う
概
念
が
な
く
な
る
よ
う
な
農
家
形
態
を
と

る
こ
と
で
、
営
農
と
農
業
の
多
面
的
機
能
の
確
保
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
彼
ら
は
家
族
と
共
に
広
大
な
耕
地
に
散
在
や
散
居
集
落
を

形
成
し
て
い
る
が
、
日
本
で
云
う
隠
遁
生
活
で
は
な
く
、
そ
こ
で
は
一
定
限
度
の
豊
か
な
社
会
生
活
を
営
み
う
る
た
め
の
道
路
や
電
気

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
と
住
居
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。
群
れ
ず
家
族
単
位
で
暮
ら
す
精
神
的
強
制
輔
さ
と
、
医
療
、
教
育
サ
ー

ビ
ス
等
の
遠
隔
地
へ
の
配
信
シ
ス
テ
ム
、
集
落
単
位
の
共
同
作
業
を
な
く
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業
の
展
開
、
必
要
で
あ
れ
ば
農

業
を
兼
業
し
通
勤
し
て
町
で
働
く
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
農
家
と
は
全
く
遣
っ
た
価
値
観
に
基
づ
く

暮
ら
し
方
と
な
る
。
た
だ
こ
の
場
合
も
、
農
業
生
産
活
動
が
市
場
競
争
原
理
の
中
で
成
り
立
ち
得
る
と
い
う
条
件
が
必
須
で
あ
り
、
経

営
規
模
の
大
規
模
化
が
必
要
と
な
る
。

本
稿
の
関
心
は
、
条
件
不
利
地
の
定
住
条
件
の
改
普
の
た
め
に
、
②
の
農
業
経
済
的
基
盤
を
強
化
す
る
政
策
の
在
り
方
の
研
究
に
あ
っ

た
。
質
的
比
較
分
析
に
よ
る
地
域
類
型
別
の
定
住
条
件
を
高
め
る
農
業
集
落
の
独
立
変
数
構
造
は
、
表
5
の
よ
う
に
積
極
策
と
消
極
策

に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
消
極
策
の
集
落
に
は
、
生
活
ト
福
祉
ニ

l
ズ
の
高
ま
り
が
)
積
極
策
の
集
落
に
は
経
済
・
開
発
ニ

l
ズ

の
高
ま
り
が
行
政
政
策
と
し
て
多
く
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
前
者
の
ニ

1
ズ
へ
の
対
応
は
本
稿
で
論
じ
る
余
裕
は
な
い

た
め
、
こ
こ
で
は
後
者
の
ニ

l
ズ
へ
の
対
応
策
を
検
封
し
よ
う
。
集
落
の
定
住
条
件
の
基
礎
と
な
る
営
農
基
盤
の
強
化
を
行
う
に
は
、

市
町
村
人
口
の
増
減
や
農
家
率
の
減
少
は
政
策
的
な
対
応
が
困
難
な
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

C
D
Eと
い
う
比
較
優
位
を
取
り
う
る

主
位
作
自
の
選
定
、
相
互
支
援
の
生
産
組
織
形
成
、
後
継
者
の
養
成
と
い
っ
た
条
件
の
改
善
が
政
策
的
に
と
り
う
る
具
体
的
な
手
段
と
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な
る
。
特
に
中
山
間
地
で
は

B
で
表
さ

れ
て
い
る
一
定
の
集
落
の
農
家
率
維
持

が
過
疎
へ
の
転
落
か
否
か
の
閑
地
で
あ

り
、
そ
れ
が
減
少
し
て
し
ま
わ
な
い
段

階
で

C
お
よ
び
D
と
い
う
地
理
的
特
性

に
あ
っ
た
優
位
作
目
の
栽
培
と
農
業
生

産
組
織
の
開
発
・
強
化
が
重
要
と
な
ろ

う
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
地
域

性
と
農
業
者
の
年
齢
や
能
力
に
合
わ
せ

て
多
様
な
農
業
従
事
形
態
の
あ
り
方
を

支
援
し
、
小
口
生
産
・
小
口
販
売
を
集

落
や
自
治
体
単
位
で
支
援
す
る
こ
と
で

生
き
て
く
る
。

E
の
後
継
者
養
成
は
将

論

来
的
に
必
須
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
面

C
D
の
政
策
的
支
援
を
充
実
し
営
農
環

境
を
整
備
し
経
済
的
基
盤
の
強
化
を
行
っ

た
上
で
、
将
来
の

U
タ
l
ン
や
I
タ
l

ン
者
を
迎
え
る
環
境
条
件
を
整
え
る
と

定住条件を高める農業集落構造

無策 消極策 積極策

都市的地域 abcd ab dE 
aB Ce.acDE BCD AbCde 

平地農業地域 Bde AcDe. aB cD AbCE Ac dE .abDE 
中間農業地域 abce bcD aB Ce.abDE ABCD 
山間農業地域 acde aB cd abCE aB CD 

表 5

(注) A: 1995 年から2∞0年にか付て市町村人口が地加
B :1 農家$30% 以上
C: 集落の主位作物が施設園芸、野菜、果樹の何れかに館当
0: 農鍵生産組織がある
E : 60 揖宋満男子鹿揖専従者が治加

中山間地域農業が存続可能となる条件

生計が成り立つ所得水準 レクレーション、保護事業...........1 ----1 
ーーーー田園田園田ーー7'- ーート 寸

...... ... 

不足r--------r.. 農外所得 |観先事業

直接所得保障

図4

加工・販路拡大、付加価値

農業所得 農業所得 |新規作目噂入、

一一寸ーーーーーーー一一ー自由T 一一一一「一一一一一一一ー寸一一一ーー---

L一一一一一一ーへ

¥¥‘|農村アメニテイ i
、、L ーーーーーーーーーー園田ーーJ ，

存続不可能 存続可能

( これまでこれから )

出典:松原茂昌『中山岡地焼鹿揖の支援と政策』農林統計協会、 19 買。

， ， ， ... _ ... 
，，- -，--，，--.，.-

ρ'一

良外所得
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い
う
こ
段
構
え
の
政
策
が
有
効
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
経
済
的
条
件
で
不
利
な
中
山
間
地
域
農
業
が
存
続
可
能
と
す
る
た
め
に
、
図
4
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
農
業
所
得
を
補
填

す
る
農
外
所
得
を
地
域
性
を
生
か
し
た
事
業
と
し
て
開
発
し
て
拡
大
さ
せ
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
部
分
を
直
接
所
得
保
障
で
補
う
よ
う

な
形
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
一
つ
の
解
決
の
方
向
性
で
あ
る
と
考
え
る
。
第
二
種
兼
業
農
家
に
農
業
を
楽
し
み
良
外
収
入
で
幕
す
よ
う

な
生
き
方
を
求
め
る
人
々
を
受
け
止
め
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
新
規
就
農
者
の
増
加
も
期
待
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
人
々
の
高
学
歴
化
な
ど
選
択
能
力
向
上
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
住
民
の
「
主
体
的
要
因
」
に
か
か
わ
る
問
題
、
そ
し

て
農
山
村
の
社
会
生
活
環
境
の
不
備
と
い
っ
た
「
社
会
的
要
因
の
問
題
」
が
、
こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は

U
タ
ー
ン
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
の
人
生
・
職
業
選
択
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
利
な
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て

は
、
行
政
に
よ
る
集
落
環
境
の
向
上
と
い
っ
た
社
会
資
本
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
が
、
集
落
住
民
が
と
も
に
未
来
の
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
化
し
こ
の
地
に
暮
ら
す
こ
と
の
主
観
的
価
値
を
増
す
よ
う
な
地
域
づ
く
り
の
活
動
と
生
涯
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

E
U

の
概
念
を
か
り
れ
ば
、
人
々
の
連
帯
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
共
有
、
地
域
づ
く
り
へ
参
加
す
る
住
民
の
存
在
な
ど
は
社
会
関
係

資
本

2
2
E
A
U
8
Z包
)
、
い
わ
ゆ
る
地
域
カ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
村
集
落
自
体
が
従
来
か
ら
持
っ
て
い
た
相
互

白
川
訓
】

扶
助
の
関
係
性
は
、
時
に
相
互
牽
制
の
息
苦
し
い
世
界
で
も
あ
り
、
土
地
に
縛
ら
れ
た
生
活
を
運
命
的
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
し

か
な
か
っ
~
炉
、
都
会
は
そ
の
よ
う
な
縛
り
の
な
い
自
由
な
空
間
を
提
供
す
る
魅
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
都
市
に
居
住
す
る
人
々

は
逆
に
人
の
繋
が
り
の
な
い
機
能
的
な
社
会
に
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
出
す
こ
と
の
出
来
な
い
不
安
に
駆
ら
れ
る
。
都
市
と
は
違
う

人
間
関
係
が
重
視
さ
れ
る
暮
ら
し
の
再
評
価
な
し
に
は
、
主
体
的
要
件
を
克
服
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

③
の
現
状
維
持
型
集
落
は
四
種
の
地
域
類
型
の
全
て
で
見
ら
れ
る
が
、
中
山
間
地
域
で
は
現
在
偶
々
定
住
が
維
持
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
現
状
の
維
持
は
き
わ
め
て
難
し
く
過
疎
化
の
予
備
軍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
は
外
か
ら
変
化
が
訪
れ
る
機
会
も
少
な
い

31 (熊本法学 105 号 '04)



説

こ
と
か
ら
、
放
置
す
れ
ば
過
疎
の
進
行
が
次
第
に
加
速
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
集
落
の
将
来
予
測
と
住
民
家
族
の
将
来
計
画
と
を

重
ね
合
わ
せ
つ
つ
、
集
落
の
将
来
像
を
考
え
る
住
民
協
議
の
場
を
行
政
が
設
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
年
金
等
収
入
が
あ
り
定

年
後
の
帰
郷
、
楽
し
み
と
し
て
の
自
給
的
農
業
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
条
件
不
利
地
域
で
も
定
住
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人

材
の
導
入
も
検
討
の
価
値
が
あ
る
。

諭

四

集
落
存
立
に
関
す
る
政
策
評
価

①
政
策
評
価

本
章
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
農
業
集
落
の
存
立
条
件
の
改
普
方
法
に
関
し
て
、
具
体
的
な
園
、
県
、
町
の
政
策
が
ど
の
よ
う

な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
検
証
を
試
み
よ
う
。

一
般
的
に
農
林
政
策
に
関
し
て
は
国
の
役
割
が
大
き
く
、
県
や
市
町
村
に
よ
る
独
自
の
政
策
展
開
に
つ
い
て
は
そ
の
規
模
は
大
き
な

も
の
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
ニ

0
0
0年
度
予
算
ペ

1
ス
で
国
が
二
兆
九
千
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
都
道
府
県
お
よ
び
市
町

村
を
合
わ
せ
た
農
業
関
係
費
は
四
兆
円
を
超
え
る
規
模
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
農
水
省
の
予
算
の
六
三
%
は
補
助
金
・
委
託
費
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
自
治
体
の
農
業
予
算
の
相
当
額
は
国
庫
補
助
金
で
あ
り
、
自
治
体
の
政
策
的
自
由
度
は
低
い
レ
ベ

ル
に
あ
る
。
現
行
の
政
策
評
価
の
観
点
か
ら
表
6
の
芦
北
町
の
中
山
岡
地
に
対
す
る
施
策
を
参
考
と
し
て
検
討
を
進
め
よ
う
。
現
在
の

中
小
市
町
村
は
、
財
務
状
況
の
悪
化
も
あ
り
産
業
振
興
の
た
め
の
財
源
は
非
常
に
限
ら
れ
た
も
の
し
か
確
保
で
き
ず
、
そ
の
多
く
も
国
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庫
支
出
金
や
県
支
出
金
と
見
合
い
の
事
業
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
。
義
務
的
経
費
や
必
要
最
小
限
の
社
会
資
本
整
備
以
外
に
対

し
て
町
の
一
般
財
源
を
用
い
て
政
策
的
に
事
業
を
展
開
す
る
場
合
、

一
般
的
に
中
山
間
地
対
策
よ
り
も
直
接
的
に
税
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
観
光
や
ツ
l
リ
ズ
ム
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
が

優
先
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ω
町
レ
ベ
ル
の
政
策

芦
北
町
で
は
予
算
上
か
ら
産
業
政
策
と
し
て
農
林
業
に
つ
い
て

米
麦
栽
培
か
ら
花
き
や
果
樹
、
畜
産
へ
と
農
家
所
得
の
向
上
が
期

待
で
き
る
も
の
へ
シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
窺
え
る
が
、

本
稿
で
問
題
と
し
て
き
た
集
落
存
立
の
た
め
の
定
住
条
件
対
策
と

し
て
の
事
業
は
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
区
画
整
理
等
の
農
地
整

備
以
外
に
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
し
か
な
い
状
況
で
あ

る
。
し
か
も
こ
の
制
度
の
活
用
状
況
は
芦
北
町
の
場
合
一
五
協
定
、

一
五
回
世
帯
に
す
ぎ
ず
、
対
象
農
用
地
面
積
の
わ
ず
か
九
・
一
%

し
か
締
約
率
が
な
い
。
県
下
に
は
九

0
1
一
O
O
%
の
市
町
村
が

数
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
芦
北
町
の
低
率
の
原
因
に
は
補
助
条

件
と
し
て
農
業
振
興
地
域
で
米
の
生
産
調
整
一
O
O
%
を
逮
成
し

芦北町の農林業関連事業実施計画

事換名 事柴内容 事提艶(千円) 財源内訳{千円)

①流域公益保全林 新植、下払い、除間伐・
9.201 県5.888 、町3.313

整備事業 枝打ち他

②限定操業者育成 認定農家の支援・生産組
251 県125 、町126

当事業 織の育成

③デコポン生産
生産販売促進 1.000 町1.000

流通対策事業

@直中接山支岡地払域制等度事業
多面的機能確保のための

10.862 
国5.431 、県2.565 、

中山岡地支援 町2.865

⑤総合的園地
デコポンへの高接改植 689 町689

再編整備事衆

⑥花き振興対策事業 アイリス、切花苗助成 1.925 町1.925

⑦果樹共催掛金事業 共済金助成 3.853 町3.853

③各粗利子補給事業
中核農家、台風対策、か

384 県268 、町116
んきつ経営体質強化

⑨林衆後継者
作業員確保対策事業 2.718 町2.718

対策事業

表 6

(注)中山岡地政策に関係あるもので、平成 15 年度$換のみ掲眠.
出典:芦北町企画財政餌資料『寓施計画 j。
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説

て
い
る
こ
と
な
ど
の
制
度
的
ハ
ー
ド
ル
を
満
た
し
て
い
な
い

集
落
が
多
い
こ
と
、
ま
た
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
が
不
在
で
申
請

の
た
め
の
地
区
計
画
策
定
が
な
さ
れ
得
な
い
こ
と
等
、
過
疎

の
著
し
い
進
行
が
も
た
ら
す
集
落
の
力
量
(
地
域
カ
)
の
低

下
が
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
匂
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
き
め
細
か
な
地
区
へ
の
申
請
指
導
な
ど
役
場
の
対
応

策
の
充
実
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
更
に
今
後
の
政
策
充
実

の
方
向
性
と
し
て
例
え
ば
⑦
め
⑤
⑥
等
の
事
業
に
中
山
間
地

の
農
家
が
取
り
組
む
場
合
に
も
っ
と
大
き
な
支
援
が
出
来
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
①
や
③
の
事
業
は
、
資
源
の
価
値
を
守

り
、
山
地
住
民
へ
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
環
境
・
国
土
保
全
と
い
っ
た
公
益
的
機
能
の
増

大
を
図
る
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
策

目
的
を
生
産
か
ら
環
境
・
国
土
保
全
に
変
え
て
今
後
図
や
県

と
共
に
充
実
さ
せ
て
い
く
検
討
を
す
る
価
値
が
高
い
と
思
わ

れ
る
。
耕
地
の
生
産
力
向
上
だ
け
を
目
指
す
構
造
改
善
事
業

は
山
地
で
は
地
理
的
条
件
か
ら
効
率
化
に
限
界
が
あ
り
、
地

域
の
定
住
者
の
将
来
計
画
と
あ
わ
せ
て
比
較
的
条
件
の
よ
い

論

熊本県の中山間地域の農業の活性化策

事業名 事業内容 事業費(千円) 財海割合負担

①中山岡地域等
交付金 1. 856.443 

(通常)国 1/2 、県
直接支払事業 1/ 4、市町村1/ 4

②山村振興等農林漁 産業振興、交流、
768.363 

(基盤整備)固 1/2 、
業特別対策事業 環境保全も担い手確保 県 15/100

③市特町定村鹿活山動村支地援域事業
市町村活動支援、

24 ，428 
固1/ 3、県 1/3 、

地域興しマイスター派遣 市町村 1/3

④県営中山間地域
農業生産基盤整備等 2，289 ，920 

国 55/100 、県 30
総合整備事業 /100 、地元 15/100

⑤団総体合営整備中事山業岡地域 農業生産基盤、生活基盤
223 ，802 

国 55/100 、県 20
の総合整備 /100 、地元 25/100

⑤中山岡ふるさと・
人材育成、研究調査 4，528 国 1/3 、県 2/3

水と土保全対策事業

⑦棚田地域水と土 住民による棚田保全活動
3，911 国1/ 3、県 2/3

保全対策事業 の促進等

@里地棚田保全整備 基盤整備、土地改良、
36 ，000 

国 50/100 、県 15
事業 住民活動施設の整備 /100 、地元 35/1001

⑨単県農業農村整備 土地改良、生産団地整備、
事業 集落環境整備等

10 1. 732 県 2/5 、地元 3(5 I 

表 7
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

耕
地
を
集
約
化
す
る
こ
と
や
、
作
業
受
託
や
小
作
の
斡
旋
な
ど
き
め
細
か
な
市
町
村
行
政
の
支
援
が
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
l

ω
県
レ
ベ
ル
の
政
策

県
レ
ベ
ル
で
は
表
7
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
中
山
間
地
域
の
農
業
活
性
化
事
業
が
体
系
化
さ
れ
て
お
り
、
担
い
手
の
育
成
、
生
産
技
術

の
指
導
、
流
通
体
制
の
整
備
、
経
営
指
導
な
ど
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が
単
僻
さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
県
、
市
町

村
や
地
元
が
手
を
挙
げ
応
分
に
負
担
す
る
事
業
体
系
で
あ
る
。
予
算
の
重
点
は
土
地
改
良
な
ど
農
業
土
木
的
要
素
が
強
く
、
ソ
フ
ト
的

な
地
域
の
カ
を
育
て
る
よ
う
な
事
業
は
③
⑥
⑦
の
よ
う
に
小
規
模
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
集
落
の
定
住
条

件
を
正
面
か
ら
政
策
目
的
と
し
た
も
の
は
①
だ
け
で
あ
る
。

中
山
間
地
域
と
都
市
的
あ
る
い
は
平
地
農
業
地
域
と
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
を
比
較
す
る
と
、
受
益
者
の
数
や
投
資
効
果
な

ど
か
ら
合
理
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
圧
倒
的
に
条
件
の
良
い
地
域
へ
の
投
資
が
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
意
外
に
も
山
間
地

の
住
民
の
行
政
に
対
す
る
満
足
度
は
都
市
部
と
比
較
し
て
高
く
、
行
政
に
依
存
し
な
い
自
立
し
た
生
活
を
送
る
と
い
う
気
概
が
強
い
傾

向
が
住
民
の
政
治
意
織
調
査
の
結
果
か
ら
観
察
さ
れ
ん
百
中
山
閑
地
域
の
集
落
か
ら
の
生
活
権
に
か
か
わ
る
道
路
改
良
な
ど
の
要
望
は
、

社
会
資
本
投
資
の
優
先
順
位
を
自
覚
し
て
い
る
た
め
か
比
較
的
小
規
模
の
改
普
希
望
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
満
足
す
る
よ
う
な
傾
向
が

見
ら
れ
る
。

地
域
の
や
る
気
を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
競
争
的
な
要
素
を
い
れ
た
事
業
フ
レ
ー
ム
は
、
現
在
の
財
政
効
率
化
や
自
己

責
任
を
重
視
す
る
構
造
改
革
の
中
で
重
要
視
さ
れ
る
点
で
あ
る
が
、
自
治
体
の
規
模
拡
大
を
市
町
村
合
併
で
進
め
る
動
き
は
広
域
的
な

視
点
か
ら
是
非
と
も
集
落
の
存
立
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
と
放
棄
す
る
地
域
を
選
別
し
て
、
維
持
す
べ
き
地
域
へ

重
点
的
に
投
資
し
て
い
く
と
い
う
効
率
論
を
基
本
と
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
市
町
村
合
併
で
編
入
さ
れ
る
周
辺
地
域
は
、
高
齢
者
の
み
の
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集
落
と
な
り
税
収
が
な
く
福
祉
医
療
コ
ス
ト
の
か
か
る
場
と
し
て
中
心
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
化
す
る

た
め
に
行
政
活
動
の
区
域
外
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
判
断
が
生
ま
れ
る
。
例
え
ば
宮
崎
県
西
都
市
の
寒
川
集
落
の
よ
う
に
、
平

成
元
年
に
高
齢
者
の
み
六
世
帯
の
限
界
集
落
へ
国
土
庁
の
集
団
移
転
事
業
が
実
施
さ
れ
、
公
営
住
宅
へ
収
容
さ
れ
る
事
例
も
起
き
て
い

る
。
老
人
逮
は
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
の
自
立
的
な
生
活
を
捨
て
、
年
金
で
家
賃
を
払
う
生
活
へ
と
再
適
応
を
迫
ら
れ
た
。
逆
に
前
述
の

諸
塚
村
の
よ
う
に
、
山
を
守
る
た
め
に
住
民
が
散
住
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
る
政
策
を
と
る
小
さ
な
財
政
規
模
の
村
も
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
政
策
自
体
は
過
疎
法
や
特
定
山
村
振
興
法
な
ど
の
補
助
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
回
全
体
の
政
策
判
断
で
は
非
効
率
政
策

の
典
型
と
評
価
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
ゆ
元
来
自
治
体
単
位
の
政
策
の
方
向
性
は
そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
自
治
の
中
で
決
め
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
条
件
不
利
地
域
で
の
暮
ら
し
ゃ
農
林
業
の
営
み
を
維
持
し
た
い
と
い
う
住
民
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と

自
体
を
困
難
な
も
の
と
す
る
社
会
経
済
情
勢
を
作
っ
て
き
た
政
治
的
責
任
も
大
き
い
と
考
え
る
。

ω
図
レ
ベ
ル
の
政
策

国
レ
ベ
ル
の
中
山
間
地
対
策
は
最
終
目
標
を
「
盛
で
住
み
よ
い
良
山
村
(
定
住
の
促
進
)
」
と
集
落
維
持
に
配
慮
し
、
そ
の
方
策
と

し
て
「
地
域
の
所
得
の
確
保
」
と
「
安
心
で
快
適
な
生
活
の
確
保
」
の
二
つ
を
柱
に
政
策
を
分
類
・
体
系
化
し
て
い
る
。
前
者
に
は
、

産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
、
農
林
業
の
振
興
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た
緒
産
業
の
振
興
が
あ
る
。
ま
た
後
者
に
は
生
活
基
盤
の
整
備

と
国
土
・
環
境
保
全
機
能
の
維
持
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
年
(
平
成
七
年
)
度
に
は
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
合
意
対
策

と
し
て
事
業
の
組
み
替
え
が
行
わ
れ
、
公
共
事
業
の
事
業
費
へ
更
に
上
積
み
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
農
業
財
政
の
国
の
財
政
に
占
め
る

割
合
は
七
0
年
代
の
一
四
・
一
%
を
ピ

l
ク
に
日
本
経
済
に
お
け
る
農
業
の
比
重
低
下
に
伴
い
低
下
し
て
二

O
O三
年
度
で
三
%
弱
と

な
っ
て
い
る
。

論

国
の
政
策
体
系
は
必
要
な
問
題
点
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
過
疎
の
問
題
が
緩
和
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
県
や
市
町
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条件不利地域の構造と政策分析(ー)

村
の
事
業
は
こ
の
補
助
事
業
の
活
用
で
あ
り
、
も
し
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
国
の
フ
レ
ー
ム
を
変
え
る
こ
と
な
し
に
は
全

体
の
政
策
効
果
の
向
上
は
期
待
で
き
な
い
。
過
疎
の
問
題
は
市
場
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
自
立
を
支
援
す
る
意
味
で
住
民
の

所
得
向
上
の
機
会
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
根
本
と
し
て
公
的
資
金
を
都
市
か
ら
中
山
間
地
へ
回
す
仕
組
み
づ
く
り
の
研
究
を
農
政

だ
け
は
な
く
総
合
国
土
・
地
域
政
策
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
山
間
地
域
は
、

D
I
D市
町
村
と
の
時
間
距
離
が
長
く
生
活
の
利
便
性
は
都
市
部
や
平
地
に
劣
る
た
め
、
若
者
の
働
く
場
の
不
足

や
低
魅
力
、
教
育
機
会
の
貧
困
さ
、
生
活
の
場
と
し
て
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

l
水
準
の
低
劣
さ
な
ど
を
理
由
と
し
て
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
若

《
輔
副
-

者
が
都
市
部
へ
流
出
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
過
疎
地
域
の
経
済
的
・
社
会
的
上
昇
の
機
会
の
少
な
き
ゃ
生
活
環
境
水
準
の
低
さ
は
、

高
学
歴
化
し
労
働
流
動
性
の
高
ま
っ
た
社
会
で
は
今
後
も
な
お
都
市
を
魅
力
的
な
も
の
と
し
、
人
々
を
中
山
間
地
域
か
ら
吸
い
出
す
カ

を
持
ち
続
け
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
若
者
の
定
住
政
策
に
失
敗
を
続
け
て
き
た
教
訓
か
ら
、
そ
こ
に
国
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
よ
り

hmv
 

も
徳
野
が
主
張
す
る
よ
う
に
U
タ
1
ン
者
や
I
タ
l
ン
者
の
増
加
を
進
め
、
流
出
し
た
人
口
の
復
元
を
高
め
る
政
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
ニ

O
歳
代
の
世
代
は
高
等
教
育
、
そ
し
て
そ
れ
を
生
か
し
た
職
業
の
模
索
と
移
動
の
世
代
で
あ
る
が
、
三

O
歳
代
を
迎
え

家
族
を
形
成
す
る
年
齢
層
に
な
る
と
生
活
圏
は
広
域
化
し
で
も
生
活
の
本
拠
を
定
着
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。
大
き
な
意
味
で
の
農
山
村

か
ら
都
市
へ
の
若
者
人
口
流
出
を
止
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
高
年
の
家
族
を
持
つ
世
代
が
終
の
棲
家
と
し
て
安
定
し
安
心
で

自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
生
き
方
に
豊
か
さ
を
感
じ
地
域
で
暮
ら
す
選
択
肢
も
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
単

位
で
の
職
業
や
人
生
の
選
択
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
集
落
環
境
の
整
備
と
農
業
参
入
の
条
件
緩
和
に
よ
り
、
僅
か
づ
つ
で
も
都
市
か
ら

の
人
口
還
流
を
農
山
村
が
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
弘
そ
の
際
、
老
人
健
康
保
険
や
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
事
業
主

体
を
県
レ
ベ
ル
く
ら
い
へ
広
域
化
す
る
こ
と
を
再
検
討
す
る
な
ど
、
高
齢
化
の
負
荷
を
基
礎
的
自
治
体
や
集
落
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
な
制
度
改
革
も
併
せ
て
必
要
と
な
ろ
う
。
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脱

都
会
の
生
活
よ
り
も
自
然
の
中
で
暮
ら
す
生
き
方
に
価
値
を
見
い
だ
す
思
想
の
萌
芽
は
、
ま
だ
人
口
移
動
ま
で
は
引
き
起
こ
し
て
い

な
い
が
日
本
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
国
土
政
策
と
し
て
の
都
市
住
民
が
田
舎
に
移
住
す
る
と
い
う
田
圃
都
市
構
想
は
空

稀
で
あ
っ
た
が
、
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
の
生
活
に
魅
力
を
感
じ
る
住
民
層
の
増
加
政
策
が
、
ミ
ニ
マ
ム
な
鹿
山
村
の
存
立
・
定
住
を

進
め
る
上
で
の
ソ
フ
ト
的
な
取
り
組
み
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
地
元
学
」
や
「
集
落
点
検
」
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
・
地
域

お
こ
し
の
取
り
組
み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
住
民
自
身
が
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
覚
悟
と
意
味
を
再
発
見
し
納
得
す
る
学
習
過

程
、
過
疎
地
に
暮
ら
す
こ
と
の
積
極
的
意
味
構
築
と
し
て
の
生
涯
学
習
政
策
が
人
々
の
意
識
や
行
動
を
変
え
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ

り
、
有
効
な
政
策
と
な
り
う
る
。
満
田
久
義
は
「
村
落
社
会
再
生
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
と
は
、
単
な
る
「
も
の
づ
く
り
」
を
さ
す
の

で
は
な
い
。
地
域
自
律
性
の
喪
失
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
「
ひ
と
づ
く
り
」
が
重
視
さ
れ
る
《
〕
}
と
述
べ
て
い
る
が
、
地
域
づ
く
り
と
し

て
の
思
想
の
再
形
成
が
重
要
と
な
る
。

飴

②
申
小
市
町
村
の
課
題
対
応
能
力
と
許
容
時
間

こ
れ
ま
で
、
効
果
の
あ
る
政
策
は
何
か
と
い
う
視
角
か
ら
論
じ
て
き
た
が
、
他
方
で
中
山
岡
地
域
を
抱
え
る
中
小
市
町
村
の
線
題
対

応
能
力
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
中
小
自
治
体
同
士
の
市
町
村
合
併
後
、
財
政
状
況
が

ど
う
変
化
す
る
か
が
課
題
の
焦
点
と
な
る
が
、
現
在
の
制
度
枠
組
み
を
も
と
に
二

O
三
O
年
ま
で
の
中
山
間
地
域
に
あ
る
中
小
自
治
体

同
士
の
合
併
後
の
財
務
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
新
町
で
も
更
な
る
人
口
規
模
の
減
少
、
と
く
に
生
産
年
齢
層
の
減
少
が

大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
、
地
方
税
の
減
少
と
扶
助
費
の
増
加
な
ど
を
主
要
因
と
し
て
財
政
環
境
は
急
速
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
た
。
こ
の
推
測
の
前
提
と
し
て
は
、
平
成
一
八
年
度
以
降
地
方
交
付
税
を
八
割
水
準
に
削
減
す
る
と
い
う
政
府
の
意
向
や
国
会
で
の

補
助
金
等
の
削
減
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
計
算
を
行
う
と
、
合
併
特
例
期
聞
は
合
併
特
例
債
等
の
資
金
的
余
裕
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が
得
ら
れ
る
も
の
の
一
五
年
経
過
し
た
段
階
で
債
務
返
済
の
負
担
が
顕
著
と
な
り
、
自
治
体
と
し
て
の
投
資
余
力
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

事
態
す
ら
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
や
産
業
政
振
興
に
対
す
る
一
般
財
源
か
ら
の
投
資
に
つ
い
て
も
、
新

町
の
投
資
余
力
が
比
較
的
高
い
合
併
直
後
の
短
い
期
間
に
、
熟
慮
し
た
中
期
政
策
と
し
て
の
政
策
的
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
減
少
の
問
題
も
地
域
の
自
治
体
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
例
え
ば
熊
本
県
で
は
ニ

0
0
0年
現
在
一
、
八
五
九
千
人
で

あ
る
が
、
二

o=一O
年
に
は
て
六
七
一
千
人
へ
と
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
匂
人
口
減
少
比
率
は
県
の
中
で
も
同
一
で
は

な
く
、
中
山
間
地
域
ほ
ど
大
き
な
減
少
と
な
る
傾
向
が
全
国
的
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
芦
北
町
の
人
口
動
態
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
と
、
人
口
五
千
人
の
田
浦
町
と
人
口
一
万
七
千
人
の
芦
北
町
の
ニ
町
が
合
併
し
二
万
二
千
人
の
新
町
と
な
る
が
、
人
口
の
減

少
は
今
後
も
続
き
二

O
三
O
年
の
人
口
は
一
万
三
千
人
規
模
と
い
う
現
在
の
芦
北
町
の
人
口
規
模
以
下
に
ま
で
減
少
し
、
さ
ら
に
人
口

構
造
が
急
速
に
高
齢
化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
町
内
の
集
落
単
位
で
見
る
と
芦
北
町
の
中
で
も
山
間
部
の
吉
尾
・
大
岩
-
・
上
原

の
三
行
政
区
で
は
現
在
三
四
O
名
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
二

O
三
O
年
に
は
一

O
O名
を
割
る
ほ
ど
の
減
少
を
来
た
し
-
、
四
O
歳
未
満

の
人
口
が
ほ
ぼ
零
人
と
な
る
高
齢
者
の
み
の
集
落
が
出
現
す
る
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
地
域
の
定
住
人
口
の
減
少
は
、
地
域
カ
を
根
本

的
に
喪
失
さ
せ
る
問
題
で
あ
り
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
区
域
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
五

O

年
ほ
ど
は
確
実
に
進
展
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
日
本
全
体
の
少
子
化
・
高
齢
化
と
い
う
構
造
変
化
の
中
で
、
地
域
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
と
い
う
政
策
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
責
任
を
持
つ
自
治
体
は
、
経
済
的
自
立
は
難
し
く
と

も
自
律
的
な
自
治
の
主
体
と
し
て
、
地
域
の
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
展
と
自
治
体
の
投
資
ニ

I
ズ
と
投
資
余
力
と
い
う
限
界
を
時
間
的

制
約
の
中
で
勘
案
し
、
居
住
者
の
年
齢
構
成
に
配
慮
し
た
地
域
人
口
政
策
を
真
剣
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
農
業
所
得
者
の
課
税
額
の
少
な
さ
が
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
財
政
的
収
入
効
果
を
小
さ
な
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
税

の
補
足
性
の
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
農
産
物
の
商
品
化
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
こ
れ
ま
で
の
農
業
振
興
策
に
よ
る
農
家
の
「
機
械
化
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貧
乏
」
の
影
響
も
大
き
ら
-
一
戸
単
位
の
設
備
装
備
を
止
め
共
同
機
械
購
入
や
農
事
法
人
化
に
よ
る
経
営
能
力
の
強
化
に
向
け
た
公
的

な
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
各
農
家
の
経
済
力
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

論

お
わ
り
に

本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
計
量
的
分
析
と
質
的
分
析
を
組
み
合
わ
せ
た
政
策
分
析
手
法
が
、
政
策
課
題
の
構
造
を
解
明
し
問
題
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
る
た
め
の
研
究
方
法
と
し
て
利
用
価
値
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
こ
の
研
究
の
精
度
を
上

げ
る
た
め
に
は
地
域
に
お
け
る
経
情
的
機
会
を
表
す
変
数
の
導
入
が
重
要
で
あ
る
が
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
行
政
地
区
や
集
落
単
位
で
住

民
所
得
を
把
握
す
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
難
し
く
、
公
表
さ
れ
た
デ
l
タ
と
し
て
は
市
町
村
単
位
し
か
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
集
落
の
経
済
状
況
を
示
す
代
替
デ
l
タ
を
検
討
し
、
そ
れ
を
質
的
比
較
分
析
に
投
入
す
る
こ
と
で
政
策
分
析
の
精
度
向

上
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
独
立
変
数
の
一
つ
を
六
O
歳
未
満
男
子
農
業
専
従
者
と
し
た
が
、
現
在
の
農
業
労
働
の
過
半
数
は
既

に
女
性
労
働
に
負
っ
て
お
り
、
営
農
に
責
任
を
持
つ
女
性
が
増
加
す
る
こ
と
で
男
性
の
跡
継
ぎ
が
な
け
れ
ば
営
農
は
出
来
な
い
と
い
っ

た

前

提

が

崩

れ

る

可

能

性

が

あ

る

と

考

え

て

い

る

。

、

稿
で
は
論
じ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、
問
題
意
識
の
根
底
に
あ
っ
た
も
の
は
農
林
業
と
い
う
地
域
密
着
型
産
業
の
特
殊
性
を
公
共

政
策
の
中
に
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
聞
い
で
あ
っ
た
。
工
業
部
門
の
近
代
化
は
達
成
さ
れ
た
が
、
農
業
に
つ
い
て
は
土

地
生
産
性
の
限
界
と
生
物
の
生
産
機
能
の
限
界
に
よ
り
、
劣
勢
産
業
の
保
護
と
し
て
行
政
は
見
が
ち
で
あ
る
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
人

間
活
動
と
自
然
の
営
み
の
場
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
山
間
地
域
に
住
む
住
民
の
意
識
に
関
す
る
研
究
と
、
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集
落
機
能
維
持
の
た
め
の
農
家
へ
の
所
得
保
障
政
策
等
の
公
共
政
策
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
が
こ
の
テ
l
マ
に
関
し
た
深

い
検
討
を
行
う
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
次
の
課
題
と
し
た
い
。

最
期
に
、
現
実
の
行
政
活
動
や
学
聞
は
経
済
的
効
率
性
や
都
市
化
・
近
代
化
に
よ
る
合
理
性
の
追
求
を
主
と
し
て
論
じ
て
お
り
、
あ

た
か
も
私
た
ち
は
都
市
だ
け
で
生
き
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
自
然
豊
か
で
数
百
年
以
上
続
い
て
き
た
人
々
の
暮
ら
し

の
営
み
を
不
可
能
と
し
て
い
る
現
代
の
政
治
経
済
の
貧
困
さ
を
認
識
し
、
「
い
く
ら
格
化
に
賛
を
つ
く
し
て
も
、
私
た
ち
は
山
が
水
を

生
む
よ
う
に
は
美
し
い
水
を
生
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
水
を
守
る
に
は
山
を
守
る
し
か
な
い
。
そ
し
て
そ
の
山
を
守

る
に
は
山
を
守
っ
て
い
る
人
を
守
る
し
か
な
い
。
地
球
を
守
る
に
は
小
さ
な
有
機
的
つ
な
が
り
を
持
つ
生
き
と
し
生
け
る
も
の
!
生
態

系
ー
を
守
ら
ね
ば
守
れ
な
い
よ
う
に
〕
}
と
い
う
価
値
を
ど
の
よ
う
に
政
策
化
す
る
か
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

(
注
)

条件不利地域の構造と政策分析(ー)

(
1
)
人
口
の
流
出
に
よ
る
社
会
的
減
少
の
段
階
を
過
ぎ
る
と
、
次
に
少
子
高
齢
化
に
よ
り
出
産
年
齢
層
が
枯
渇
し
人
口
の
再
生
産
が
不
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
集
落
は
自
然
的
減
少
段
階
に
入
る
。

(
2
)
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
二

O
O三
年
四
月
現
在
の
過
疎
市
町
村
数
は
一
、
二

O
三
で
、
全
市
町
村
の
三
七
・
七
%
に
あ
た
り
三
年
前
に
較

ペ
三
ニ
増
加
し
て
い
る
。
人
口
で
は
七
五
五
万
人
と
全
人
口
の
五
・
九
%
を
占
め
る
。
熊
本
県
内
の
過
疎
地
域
市
町
村
数
は
九

O
市
町
村
の
内

の
四
七
。
(
『
熊
本
日
々
新
聞
』
二

O
O三
年
人
月
五
日
)
。

(
3
)
山
本
努
、
徳
野
貞
夫
ほ
か
『
現
代
農
山
村
の
社
会
分
析
』
学
文
社
、
一
九
九
八
年
、
-
四
人
頁
。

(
4
)
集
落
は
、
戦
後
家
父
長
制
的
制
度
を
内
包
す
る
封
建
制
の
残
樺
と
し
て
敬
遠
さ
れ
、
政
策
目
的
と
し
て
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
七

0
年
代
か
ら
の
生
産
調
整
の
単
位
、
八

0
年
代
の
営
農
集
落
組
織
な
ど
次
第
に
そ
の
機
能
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。
一
九
九
九
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年
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
で
集
落
が
は
じ
め
て
政
策
的
に
用
い
ら
れ
、
ニ

O
O
O年
か
ら
の
中
山
岡
地
域
等
直
接
支
払
制
度
で
は

交
付
条
件
と
し
て
集
落
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

飴

(
5
)
農
業
集
落
カ
l
ド
は
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
閑
査
結
果
の
一
つ
で
、
五
年
お
き
に
地
域
社
会
の
最
小
単
位
で
あ
る
農
業
集
落
の
榔
遣
を

把
揺
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
調
査
デ
l
タ
。
財
団
法
人
農
林
統
計
協
会
の
「
ニ

O
O
O年
世
界
良
林
業
セ
ン
サ
ス

l
農
業
集
落
カ

1
ド」

(
の
ロ
・
問
。
冨
版
)
の
一
九
七
O
年
1
ニ
O
O
O年
ま
で
の
デ
ー
タ
を
分
析
に
使
用
。

(
6
)
の
・
同
名

PNog-h可
誌
号
室
旬
。
n
E
句

-
a
s
g
R
C
E
s
a
g
o
2
E
s
g
p
g・
C
・
レ
イ
ガ
ン
『
社
会
科
学
に
お
け
る
比
較

研
究
|
質
的
分
析
と
計
量
的
分
析
の
統
合
に
向
け
て
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
。
鹿
又
信
夫
ほ
か
『
質
的
比
較
分
析
』
ミ
ネ
ル
パ
書

房
、
ニ

O
O
一
年
。
鹿
又
信
夫
『
プ
l
ル
代
数
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
質
的
比
較
』

(
H
人
1
九
科
研
費
報
告
書
、
北
海
道
大
学
)
。

(
7
)
農
村
計
画
研
究
連
絡
会
縞
『
中
山
間
地
域
研
究
の
展
開
|
中
山
岡
地
域
問
題
の
整
理
と
研
究
の
展
開
方
向
』
聾
賢
堂
、
一
九
九
人
年
が
参

考
と
な
る
。

務
『
現
代
過
疎
開
題
の
研
究
』
恒
星
社
厚
生
閥
、
一
九
九
六
年
。

(
9
)
岡
崎
秀
典
『
周
辺
地
域
の
存
立
構
造
』
大
明
堂
、
一
九
九
七
年
。

(
叩
)
生
源
寺
真
一
『
現
代
農
業
政
策
の
経
済
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
人
年
。

『
シ
ピ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
一
六
回
頁
|
一
六
五
頁
。

(
8
)
山
本

(
日
)
松
下
圭
一

(
ロ
)
加
茂
利
男
『
都
市
の
政
治
学
』
自
治
体
研
究
社
、
一
九
八
八
年
。

(
日
)
柏

雅
之
『
条
件
不
利
地
域
再
生
の
飴
理
と
政
策
』
農
林
統
計
協
会
、
ニ

O
O
二
年
。

(
M
)
保
母
武
彦
『
内
発
的
発
展
論
と
日
本
の
鹿
山
村
』
岩
波
書
庖
一
九
九
六
年
。
保
母
武
彦
「
中
山
岡
地
域
と
内
発
的
発
展
論
」
地
域
開
発

〈
O
F
ω

沼
、
一
九
九
七
年
、
一

l
七
頁
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(
日
)
ロ

l
ズ
マ
リ
l
・
フ
エ
ネ
ル
著
、
荏
開
樟
典
生
訳
『
E
U共
通
農
業
政
策
の
歴
史
と
展
望
|
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
礎
石
|
』
良
文
協
、

九
九
九
年
。
冨

R
司
開
・
回
ロ
忌

ωFR-h由主
sh言
、
色
、
。
R
Q
同ミ
s
g
営
苦
司
吋
P
Z
O〈
〉

ω
a
o
n
n
o
M
Vロ
宮
町

F
O
B
-
z
p
z
z

d
『

O
円

F
N
o
g
-
O
E
C
D
『ル

l
ラ
ル
ア
メ
ニ
テ
ィ

l
l農
村
地
域
活
性
化
の
た
め
の
政
策
手
段
』
家
の
光
協
会
、
ニ
O
O
一
年
。
荒
木
幹
雄

『
中
山
岡
地
域
の
再
生
と
持
続
的
発
展
』
接
賢
堂
、
ニ
O
O
一
年
。

(
出
)
長
谷
川
計
二
・
西
国
晴
彦
「
奈
良
県
農
業
集
落
カ

1
ド
の
計
量
的
研
究

(E)」
奈
良
大
学
紀
要
二
O
、

一
九
九
二
年
、
ニ
六
三
|
二
七
四

頁
(
げ
)
レ
イ
ガ
ン
、
前
掲
書
、
一
七
七

l
一
八
六
頁
。

上~

5 盤

?霊
R7 
白人
ート
苦の

ス地
以域
上顎

3 置
町雪
売量
可」
住者d
fE 
占誕
争域
t、 1 -

宅は
地可
等住
宅地
Z 年
ノ、.r

9 af) 

Z2 
:E I 
¥ D  

合g
蜜孟
此 %
五 N

8Z 
人 ¥

堅人
」ー口
の惜
曹長
zi 五
!!， 0 

O 
停人
~以

林
野
率
八
O
%
以
上
の
も
の
は
除
く
。
「
平
地
農
業
地
域
」
は
、
耕
地
率
二
O
%
以
上
か
つ
林
野
率
五
O
%
未
満
の
市
町
村
。
但
し
、
傾
斜
ニ

O
分
の
一
以
上
の
田
と
傾
斜
八
度
以
上
の
畑
の
合
計
面
積
の
割
合
が
九
O
%
以
上
の
も
の
を
除
く
。
耕
地
率
二
O
%
以
上
か
つ
林
野
率
五
O
%

以
上
で
、
傾
斜
二
O
分
の
一
以
上
の
固
と
傾
斜
八
度
以
上
の
畑
の
合
計
面
積
の
割
合
が
一
O
%
未
満
の
市
町
村
。
「
中
間
農
業
地
域
」
は
、
耕

地
率
二
O
%
未
満
で
、
都
市
的
地
域
お
よ
び
山
間
農
業
地
域
以
外
の
市
町
村
。
耕
地
率
二
O
%
以
上
で
、
都
市
的
地
域
お
よ
び
平
地
農
業
地
域

以
外
の
市
町
村
。
「
山
間
農
業
地
域
」
は
、
林
野
率
八
O
%
以
上
か
つ
耕
地
率
一
O
%
未
満
の
市
町
村
。
地
域
類
型
の
決
定
服
位
は
、
都
市
的

地
域
、
山
間
農
業
地
域
、
平
地
農
業
地
域
・
中
間
農
業
地
域
の
順
に
決
め
る
。

(
日
)
五
法
の
地
域
指
定
数
は
、
平
成
一

0
年
度
で
三
、
二
三
三
自
治
体
。
熊
本
県
で
は
、
過
疎
指
定
五
一
、
山
村
三
O
、
特
定
農
産
法
五
九
市
町

村
と
な
っ
て
お
り
、
県
が
中
山
岡
地
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
は
九
O
市
町
村
の
う
ち
の
七
四
%
、
六
七
自
治
体
に
該
当
し
て
い
る
。

(
初
)
田
畑

保
『
中
山
間
の
定
住
条
件
と
地
域
政
策
』
日
本
経
済
評
飴
社
、

一
九
九
九
年
、
二
五

l
二
人
頁
。
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脱

(幻

)
D
I
D
(人
口
集
中
地
区
)
と
は
、
人
口
密
度
四
、

0
0
0人
/
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
国
勢
調
査
地
区
が
い
く
つ
か
隣
接
し
、
合
わ

せ
て
人
口
五
、

O
O
O人
以
上
を
有
す
る
地
区
を
い
う
。

胎

(m)
本
稿
の
統
計
用
語
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
用
蹄
に
同
じ
。
ち
な
み
に
「
農
家
」
は
経
営
耕
地
面
積
が
一

O
a以
上
(
一
九
七
九

1
一
九
人

五
セ
ン
ホ
ス
で
は
東
日
本
が

-
o
a、
西
日
本
が
五

a以
上
)
で
農
業
を
営
む
世
帯
を
い
い
、
こ
れ
以
下
の
面
積
で
も
年
間
農
産
物
販
売
金
額

カf

一
九
九
O
年
一
五
万
円
以

一
九
七
O
年
セ
ン
サ
ス
で
五
万
円
以
上
、

一
九
七
五
年
七
万
円
以
上
、

一
九
人

0
1八
五
年
一

O
万
円
以
上
、

上
で
あ
っ
た
世
帯
を
含
む
。

(
お
)
「
六
O
歳
未
満
農
業
専
従
者
」
は
、
六
O
歳
未
満
で
調
査
期
目
前
一
年
間
に
自
営
農
業
に
一
五
O
目
以
上
従
事
し
た
人
。

(M)
生
産
組
合
、
農
事
実
行
組
合
、
農
家
組
合
、
農
協
支
部
な
ど
名
称
を
問
わ
ず
、
統
合
的
な
機
能
を
持
つ
農
業
生
産
者
の
集
団
を
い
う
。

(
お
)
農
業
セ
ン
サ
ス
は
悉
皆
調
査
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
欠
損
は
農
業
集
落
自
身
が
都
市
化
や
過
疎
化
で
閑
査
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
が
主
原
因

が
考
え
ら
れ
る
。
二

O
O
O年
の
全
国
農
業
集
落
数
は
一
三
万
五
千
で
あ
る
が
。
こ
の
一

O
年
で
三
・
五
%
減
少
し
た
。
-
九
人

0
1
一
九
九

O
の
減
少
率
は
一
・
六
%
で
あ
り
、
農
家
数
の
減
少
と
と
も
に
集
落
の
大
幅
な
減
少
傾
向
が
始
ま
っ
て
い
る
(
橋
踏
登
・
千
葉
修
『
日
本
農
業

の
構
造
変
化
と
展
開
方
向
l
ニ
O
O
O年
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
農
業
・
農
村
構
造
の
分
析
l
』
良
文
協
、
こ

O
O三
年
、
三
四
二
一
頁
)
。

(
お
)
質
的
比
較
分
析
で
は
、
飴
理
関
数
の
値
を
O
、
一
の
ニ
値
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
同
じ
飴
理
変
数
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
結
果
を
生
じ
て

い
る
場
合
、
す
な
わ
ち
矛
盾
を
含
む
行
が
あ
る
場
合
に
は
0
0
〉
で
は
カ
ッ
ト
オ
フ
値
を
股
定
し
、
そ
の
発
生
比
率
に
よ
っ
て
O
、
一
を
割
り
振

る
(
幻
)
手
計
算
も
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
レ
イ
ガ
ン
や
ダ
ラ
ス
が
開
発
し
た
貯
¥
0
0
〉
0
・句。
ω
O
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
計
算
し
た
。

(
犯
)
橋
詰
登
・
千
葉
修
、
前
掲
書
、
三
一
|
三
四
頁
。

(
却
)
中
山
間
地
域
の
農
家
が
圃
場
整
備
と
い
っ
た
農
地
の
構
造
改
善
を
行
わ
な
い
理
由
と
し
て
、
農
地
の
規
模
が
小
さ
く
自
己
負
担
金
に
見
合
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う
ほ
ど
の
生
産
性
の
向
上
が
見
い
だ
せ
な
い
、
あ
る
い
は
後
継
者
が
な
く
今
後
営
践
を
継
続
し
て
い
く
可
能
性
が
な
い
な
ど
の
理
由
が
多
い
。

『
朝
日
新
聞
』
ニ
O
O三
年
九
月
三
日

(
担
)
成
功
事
例
と
し
て
熊
本
県
鹿
本
郡
鹿
本
町
の
「
水
辺
プ
ラ
ザ
」
や
菊
池
郡
七
城
町
の
「
メ
ロ
ン
ド
l
ム
」
が
あ
る
。
鹿
本
町
の
例
は
平
地

農
業
地
域
で
あ
る
が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
農
水
省
の
ニ

O
億
円
の
補
助
、
国
交
省
の
一

O
億
円
の
補
助
に
町
の
五
億
円
の
一
般
財
源
を
活

用
し
て
建
設
し
た
施
設
で
あ
る
。
温
呆
施
設
は
町
民
の
健
康
増
進
、
物
産
直
販
所
は
町
内
の
農
産
物
の
対
面
販
売
の
場
と
し
て
企
画
・
運
営
さ

(
初
)れ

て
い
る
。
二
五
名
の
正
職
員
、
ニ
九
名
の
臨
時
職
員
に
よ
り
町
産
業
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
、
売
り
上
げ
利
益
か
ら
毎
月
二
五

O
万
円
、
年
間
三
千
万
円
を
町
へ
寄
付
す
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
(
ニ
O
O三
年
八
月
中
島
鹿
本
町
長
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
)
。

(
詑
)
宮
崎
県
諸
塚
村
「
新
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業

(
犯
)
山
本
努
ほ
か
『
現
代
鹿
山
村
の
社
会
分
析
』
学
文
社
、

(
鈍
)
長
潰
健
一
郎
「
集
落
の
新
生
は
可
能
か
」
矢
口
芳
生
『
農
業
経
済
の
分
析
視
覚
を
問
う
』
農
林
統
計
協
会
、
二
O
O
二
年
、
一
四
六
|
一

諸
塚
村
山
村
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
一
九
九
二
年
。

一
九
九
八
年
、
二
三
頁
。

七
九
頁
。

(
お
)
守
田
志
郎
『
日
本
の
村
|
小
さ
い
部
落
』
鹿
山
漁
村
文
化
協
会
、
ニ
O
O
三
年
が
、
伝
統
的
農
村
の
生
活
鎗
理
を
知
る
の
に
好
著
。

(
お
)
芦
北
町
役
場
農
林
水
産
醜
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
(
二

O
O三
年
九
月
二
四
日
)
。

(
幻
)
二

O
O
二
年
に
芦
北
町
の
過
疎
三
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
住
民
意
俄
飼
査
、
政
治
意
融
関
査
を
行
っ
た
。
上
野
興
也
「
過
疎
地
域
の
住

民
意
識
の
諸
相
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
い
て
」
熊
本
大
学
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
平
成
一
四
年
度
水
俣
・
芦
北
地
域
総
合
政
策
研
究
報

告
書
』
、
ニ
O
O
二
年
。

(
犯
)
中
山
間
地
の
住
民
の
定
住
志
向
は
、
現
実
の
過
疎
の
進
行
か
ら
考
え
る
と
逆
説
的
で
は
あ
る
が
熊
本
県
芦
北
町
の
大
人
お
よ
び
中
学
生
へ

の
意
織
閥
査
で
大
変
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
「
生
活
の
満
足
度
」
で
は
、
満
足
が
三
一
%
、
普
通
ま
で
い
れ
る
と
七
九
%
が
満
足
し
て
い
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説論

る
。
「
今
後
も
住
み
続
け
た
い
か
」
と
い
う
聞
い
に
対
し
て
、
七
三
%
が
住
み
続
け
た
い
、
二
二
%
が
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
、
あ
ま
り
住
み

続
け
た
く
な
い
は
五
%
で
あ
っ
た
。

(
却
)
山
本
ほ
か
、
同
書
、
-
四
九
|
一
五
四
頁
。

(

ω

)

(

財
)
過
疎
地
域
問
題
調
査
会
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
U
J
I
タ
l
ン
推
進
施
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
間
査
研
究
」
二

O
O
一年。

(
但
)
満
四
久
義
『
村
落
社
会
大
系
給
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
、
五
頁
。

(
位
)
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
縞
『
都
道
府
県
別
将
来
推
計
人
口
|
平
成
一
二

i
四
二
年
』
ニ

O
O
二
年
。

(
必
)
保
母
、
前
掲
書
、
-
二
.
四
l
一
二
六
頁
。

(μ

明
)
宮
崎
日
々
新
聞
社
報
道
部
ふ
る
さ
と
取
材
班
『
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
た
年
へ
の
手
紙
』
良
文
協
、
一
九
九
O
年。
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